
『
日
本
帝
皇
帝
代
記
』
に
つ
い
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入
来
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所
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年
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介
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前
回

(上
)
は
､
｢
四
十
九

光
仁
天
皇
｣
ま
で
の
分
に
つ
い
て
翻
刻
､
紹

介
し
た
が

(『
長
崎
大
学
教
育
学
部

･
社
会
科
学
論
叢
』
六
四
号
､
二
〇
〇
四

年
三
月
)
､
今
回

(中
)
は
､
続
い
て

｢
五
十

桓
武
天
皇
｣
(在
位

天
応

1

-
延
暦
二
五
､
七
八

一
～
八
〇
六
)
か
ら

｢
九
十
五

花
園
院
｣
(在
位

徳

治
三
～
文
保
二
㌧

一
三
〇
八
～
二
二
一
八
)
ま
で
を
扱
う
｡
こ
の
時
期
は
､
先

ず
桓
武
天
皇
に
よ
る
平
安
遷
都

(延
暦

二
二
､
七
九
四
)
が
あ
り
､
概
ね
平
安

～
鎌
倉
時
代
に
当
た
る
｡
以
下
､
今
回

(中
)
収
録
分
に
つ
い
て
､
注
目
点
を

挙
げ
つ
つ
､
若
干
コ
メ
ン
ト
し
て
お
こ
う
｡

な
お
翻
刻
に
際
し
て
の

[凡
例
]

は
'
前
回
に
提
示
し
た
の
で
'
こ
こ
で
は
示
さ
な
い
｡

[天
皇
の
見
出
し
､

〟
～
天
皇

″
か
ら

〟
～
院

″

へ]

本
書

『
日
本
帝
皇
年
代
記
』
に
お
い
て
､
天
皇
の
見
出
し
は
醍
醐

(｢
六
十

醍
醐
天
皇
｣
)
ま
で
は
〝
～
天
皇

″
だ
が
'

つ
ぎ
の
朱
雀
に
は

〟
院

″
と
あ
り

(｢六
十

一

朱
雀
院
｣
)
､

つ
ぎ
の
村
上
で

一
旦
は
〟

天
皇
〃

に
戻
る
が

(｢六

十
二

村
上
天
皇
｣
)
､
つ
い
に
冷
泉

(｢六
十
三

冷
泉
院
｣
)
か
ら
は
〟
～
院

″

と
表
記
さ
れ
て
ゆ
-

(｢
八
十

1

安
徳
天
皇
｣
｢
九
十

1

後
宇
多
天
皇
｣

｢九
十
六

後
醍
醐
天
皇
｣
は
例
外
)
0

こ
こ
で
､
あ
ら
た
め
て
広
く
年
代
記
類
を
点
検
す
る
に
､
概
ね
村
上

(六
十

二
)
ま
で
は
〝
～
天
皇

″
と
表
記
さ
れ
て
い
る
が

(
〟
村
上
天
皇

″
).'

つ
ぎ

の
冷
泉

(六
十
三
)
か
ら
は
〝
～
院

″
と
表
記
さ
れ
て
お
り

(
〟
冷
泉
院

″
)
'

後
醍
醐

(九
十
六
)
に
つ
い
て
も
同
様
だ
と
い
え
る

(
〝
後
醍
醐
院

〃
)｡
た

だ
そ
の
間
､
安
徳

(八
十

一
)
の
み
は
例
外
で
､
あ
く
ま
で
〟

安
徳
天
皇
″

と

表
記
さ
れ
て
い
る

(症

-
)0

[中
国
王
朝
名
の
表
記
]

本
書

『
日
本
帝
皇
年
代
記
』
に
お
い
て
､
中
国
王
朝
名
で
〟

偽
″

を
冠
し
た

長
崎
人
草
教
育
学
部
社
会
科
学
論
叢

第
六
十
五
号

(二
〇
〇
四
年
六
月
)



『
口
本
帝
皇
年
代
記
』
に
つ
い
て
-
入
来
院
家
所
蔵
未
刊
年
代
記
の
紹
介
-
(中
)

も
の
が
五

つ
見
え
る
｡
｢
偽
梁
｣
(
｢偽
梁
太
祖
即
位
開
平
元
年
｣

-
丁
卯
'
九

〇
七
年
-
な
ど
)
､
｢
偽
唐
｣
(
｢偽
唐
明
宗
即
位
天
成
元
年
｣
-
丙
成
'
九
二

六
年
I
な
ど
)
､
｢
偽
晋
｣
(
｢
偽
普
高
祖
即
位
天
福
元
年
｣
-

丙
申
､
九
三
六

年
-
な
ど
)
'
｢偽
漢
｣
(
｢偽
漢
高
祖
即
位
乾
祐
元
年
｣
-
戊
申
､
九
四
八
年
I

な
ど
)
'
｢
偽
周
｣
(
｢
偽
周
太
祖
即
位
広
順
元
年
｣
-

辛
亥
'
九
五

1
年
-
な

ど
)
の
'
五

つ
で
あ
る
｡
こ
の
五
王
朝

(｢
偽
梁
｣

～
｢偽
周
｣
)
は
'
唐
朝
と

宋
朝
と
の
間
'

一
般
に
は
五
代
と
称
さ
れ
る
時
期
で
あ
る

(｢
後
梁
｣
｢後
唐
｣

｢後
晋
｣
｢
後
漢
｣
｢
後
周
｣
)
に
当
た
る
｡
例
の

『
帝
王
編
年
記
』
(巻
十
五
～

十
六
巻
)
で
は
'
こ
の
時
期
に
つ
い
て

｢大
梁
｣
｢
後
唐
｣
｢
大
音
｣
｢
大
漢
｣

｢大
周
｣
と
表
記
し
て
い
る
｡
日
本
の
年
代
記
に
お
い
て
'
こ
の
時
期
の
中
国

王
朝
名
を
斯
様
に

｢
偽

～
｣
を
冠
し
た
例
は

一
般
に
は
見
か
け
な
い
が
'
『
和

漢
年
代
記
』
(長
野
県

･
光
前
寺
所
蔵
､
史
料
編
纂
所
写
真
帳
)
の
中
巻

(
そ

の
上
段

｢真
丹
年
代
記
中
巻
｣
)
に
お
い
て
そ
の
例
が
見
ら
れ
る
こ
と

(｢偽
梁
｣

～
｢偽
周
｣
)
に
気
付
く

(注
2
)｡
留
意
し
て
よ
か
ろ
う
｡

次
は
宋
朝
だ
が
'
本
書

『
日
本
帝
皇
年
代
記
』
で
は
基
本
的
に
は

｢趨
宋

～
｣

と
表
記
し
て
い
る

(例
え
ば
'
庚
申
-
日
本
年
号

･
天
徳
四
年
-
九
六

〇
年
の

欄
に
､
｢趨
宋
太
祖
建
隆
元
年
｣
と
あ
り
｡
太
祖
は
宋
-
北
末
の
初
代
｡
注
-
)｡

い
う
ま
で
も
な
く
末
の
初
代
皇
帝
が
趨
匡
胤

(太
祖
｡
在
位
九
六

〇
～
七
六
)

で
あ
り
'
以
下
'
末
が
趨
氏
に
よ
る
王
朝
だ
か
ら
で
あ
る
｡
こ
の
点
､
因
み
に

『和
漢
年
代
記
』
(中
巻
)
で
は
､
初
め
は
〝

趨
宋
″

と
表
記
す
る
が

(庚
申
-

九
六

〇
年
の
欄
に

｢趨
宋
太
祖
玄
朗
｣
と
あ
り
､
後
掲

[図
-
]
参
照
)
､
基

本
的
に
は

〟
宋
″

と
し
て
い
る

(注
4
)｡
ま
た

『
帝
王
編
年
記
』
で
は

1
質

し
て

｢大
宋
｣
と
表
記
し
て
い
る

(北
宋

～
南
末
を
通
し
て
｡
巻
十
六

～
二
十

六
)0さ

て
次
は
元
だ
が
､
本
書

『
日
本
帝
皇
年
代
記
』
に
お
い
て
は
'
こ
の
王
朝

名は用いず'前代(莱)と同様に〟趨宋～″と表記している(なお注23参照)｡この点､『和漢年代記』では王朝名〝元″を用いている｡例えば元皇帝の成宗について､本書では｢趨宋成宗即位元貞元年｣(乙未､日本･永仁三年'一二九五)と見えるが､『和漢年代記』で

該当する箇所には｢元成宗｣とある｡

以上､本書『日本帝皇年代記』において'五代に対しては〟偽～″とか､元代に対しては〟趨宋～″なる表記がなされているが､何ら

かその事情を考慮､あらためて穿整すべきなのかもしれない｡

[日本年号の改元日付]

前回(上)に述べた通り､｢大宝｣(元年､七〇一)以来'日本年号に対しては改元日付(月日)が記されて来た｡この点､今回(中)収録分についていえば､主に三つの場合があると気付いた.｡改元日付が'①通説と若干異なる､②月日など通説と丸ごと異なる(弘仁-八10㌧昌泰-八九八､天元-九七八､天仁-二〇八､久寿-一一五四､暦仁-二二二八､仁治-1二四〇､永仁-〓1九三)､
③全-記載がない(建長-一二四九㌧弘長-一二六一)､の三つである｡最近刊行された米田雄介編『歴代天皇･年号事典』(吉川弘文館､｣一〇〇三年二一月)と対照､点検し､①の場合には適宜[校訂注]を付けたが(補注-)'②③の場合はそのままにした｡特に

②の場合､異説になる可能性もある(補注2)0

[生没年､特に生年の表記]

本書『日本帝皇年代記』は'多くの人物について生役目(年月日)'とりわけ生日(誕生日)までも記載している例が極めて多い｡その



記
載
内
容
も
概
ね
妥
当
で
あ
る
｡
こ
の
点
､
前
回

(上
)
で
指
摘
し
た
よ
う
に
､

他
の
年
代
記
類
と
異
な
る
､
本
書
の
大
き
な
特
徴
だ
と
い
え
る
｡
こ
の
よ
う
な

例

(生
日

･
没
日
双
方
を
記
し
た
)
は
､
.殊
に
密
教
系

(真
言
､
天
台
)
の
僧

侶
に
つ
い
て
多
く
'
や
が
て
禅
系

(特
に
五
山
系
)
の
も
の
が
加
わ
る
｡

今
回

(中
)
収
録
の
期
間
に
つ
い
て
は
､
こ
の
傾
向
が
端
的
で
あ
る
｡
密
教

系
で
も
真
言
僧
が
抜
群
に
多
い

(本
書
全
体
に
お
い
て
､
真
言
系
僧
侶
の
生
没

記
事
は
天
台
系
僧
侶
の
場
合
の
三
倍
余
に
及
ぶ
)
｡
天
台
僧
の
生

･
没
記
事
は
､

も
ち
ろ
ん
最
澄

(伝
教
大
師
｡
日
本
天
台
宗
の
開
祖
､
入
唐
｡
神
護
景
雲
元
=

七
六
七
生
､
弘
仁

二
二
-
八
二
二
役
)
に
始
ま
り
'
円
仁

(慈
覚
大
師
｡
山
門

派
の
祖
､
入
唐
｡
延
暦

二
二
-
七
九
四
生
､
貞
観
六
=

八
六
四
没
)
､
円
珍

(智
証
大
師
｡
寺
門
派
の
祖
､
入
唐
｡
弘
仁
六
=
八

一
五
生
､
寛
平
二
=
八
九

〇
没
)
な
ど
著
名
な
高
僧

(
い
ず
れ
も
生
日

･
役
目
記
事
兼
備
)
に
つ
い
て
見

え
る
が
'
実
は
十

一
世
紀
半
で
終
わ
っ
て
い
る

(注
5
)｡
真
言
僧
の
場
合
'

空
海

(弘
法
大
師
｡
真
言
宗
の
開
祖
'
入
唐
｡
宝
亀
五
=

七
七
四
生
､
承
和
二
=

八
三
五
没
)
に
始
ま
り
'
初
め
は
京
都
の
東
密
系

(東
寺
､
醍
醐
寺
な
ど
)
の

高
僧
の
生

･
没
記
事

(兼
備
)
が
多
い
が
､
覚
蝉

(金
剛
峯
寺
座
主
.
新
義
真

言
宗
の
祖
｡
高
野
山
大
伝
法
院
を
創
建

～
根
来
寺
｡
嘉
保
二
=

一
〇
九
五
生
､

康
治
二
=

一
一
四
三
役
)
､

つ
い
で
頼
稔

(高
野
山
中
性
院
始
祖
､
根
来
寺
初

代
学
頭
-
新
義
真
言
宗
の
教
義
を
確
立
｡
嘉
禄
二
-

一
二
二
六
生
､
嘉
元
元
=

二
二
〇
四
没
)
が
見
え
て
か
ら
は
､
代
わ
っ
て
新
義
真
言
系
の
僧
侶

(良
殿

･

頼
豪
な
ど
､
特
に
根
来
寺
学
頑
)
の
生
没
記
事
が
多
-
な
り
､
こ
の
よ
う
な
点

も
､
本
書
の
特
徴
だ
と
い
え
る
｡
本
書
に
は
適
宜
'
そ
の
間
の
､
高
野
山
に
お

け
る
金
剛
峯
寺
側

(-
古
義
真
言
系
)
と
大
伝
法
院

･
密
厳
院
側

(-
新
義
真

言
系
)
と
の
確
執
に
つ
い
て
の
記
事
も
あ
る

(補
注
3
)0

1方
､
禅
系
だ
が
､
本
書
に
お
い
て
'
は
じ
め
は
達
磨

(禅
宗
の
初
祖
)
の

あ
と

｢
二
祖
｣
～
｢六
祖
｣
ま
で
中
国
禅
僧
の
記
事
が
あ
る
が

(六

～
八
世
紀
)､

僧
名
は
表
記
さ
れ
て
い
ず
､
し
か
も
彼
ら
の
う
ち
､
生

･
没
双
方
の
記
事
を
も

つ
の
は

｢
五
祖
｣
(弘
忍
)
の
み
で
あ
る
｡
や
が
て

｢
千
光
国
師
｣
=
栄
西

(
日
本
臨
済
宗
の
開
祖
'
入
末
｡
永
治
元
=

1
1
四

1
生
'
建
保
三
=

二

二

五
没
)
が
出
て
か
ら
は
'
我
が
国
関
係
の
禅
僧
の
生
没
記
事
が
見
え
始
め
る
｡

生

･
没
双
方
の
記
事
が
あ
る

(兼
備
)
も
の
と
し
て
､
こ
の
栄
西
の
他
､
道
元

(
日
本
曹
洞
宗
の
開
祖
､
入
末
｡
越
前
永
平
寺
の
開
山
)
'
｢
聖

一
国
師
｣
-
円

爾
弁
円

(入
末
｡
京
都
東
福
寺
の
開
山
､
聖

一
派
の
祖
)
､
無
関
普
門

(南
禅

寺
の
開
山
'
聖

一
派
)
､
夢
窓
疎
石

(京
都
天
竜
寺
の
開
山
､
夢
窓
派
の
祖
)
､

虎
関
師
錬

(東
福
寺

･
南
禅
寺
の
住
持
｡
聖

｣
派
｡
『
元
亨
釈
書
』
の
著
者
)
､

そ
れ
に
渡
来
僧
の
無
学
祖
元

(中
国
-
宋
出
身
､
鎌
倉
円
覚
寺
の
開
山
)
の
例

を
拾
え
る

(補
注
4
)｡

[滅
後

･
没
後
～
年
の
こ
と
な
ど
]

以
上
､
生
没
記
事
に
つ
い
て
述
べ
た
が
'
次
に
､
散
見
さ
れ
る
〟

滅
後

～
年
″

(没
後

～
年
)
な
る
記
事
に
つ
い
て
触
れ
て
お
こ
う
｡
本
書

『
日
本
帝
皇
年
代

記
』
の
今
回

(中
)
収
録
分
に
お
い
て
､
先
ず

｢七
十

後
冷
泉
院
｣
期
の
永

承
六
年

(辛
卯
､

一
〇
五

1
)
に

｢釈
迦
如
来
滅
後
二
千
年
'
末
法
之
始
也
｣

と
見
え
る
｡
我
が
国
に
お
い
て
は
､
例
の

『
扶
桑
略
記
』
(第
二
十
九
)
の
永

承
七
年

(壬
辰
'

一
〇
五
二
)
正
月
二
十
六
日
条
に

｢今
年
始
入
末
法
｣
な
ど

あ
っ
て
'

一
般
に
は
こ
の
年

(永
承
七
年
'

1
〇
五
二
)
が

〟
仏
滅
二
千
年
″

に
当
た
り
､
こ
こ
に
末
法
が
始
ま
る
と
見
ら
れ
て
い
る
｡
本
書
の
記
事
は
'
そ

の
前
年
の
こ
と
で
あ
る

(注
6
)｡
実
は

『
和
漢
年
代
記
』
(前
出
)
中
巻
の
皇

祐
三
年

(辛
卯
'

一
〇
五

1
､
日
本

･
永
承
六
年
)
に

｢仏
滅
二
千
年
｣
と
あ
っ

て

(注
7
)､
本
書
と
同
様
な
見
解
だ
が
'
『
永
光
寺
年
代
記
』
(石
川
県
羽
咋

山口隼正



『
日
本
帝
皇
年
代
記
』
に
つ
い
て
-
入
来
院
家
所
蔵
未
刊
年
代
記
の
紹
介
-
(中
)

市
永
光
寺
所
蔵
､
史
料
編
纂
所
写
真
帳
)
で
は
永
承
七
年

(壬
辰
､

一
〇
五
二
)

条
に

｢
入
末
法
｣
と
あ
っ
て
､
『
扶
桑
略
記
』
と
同
見
解
だ
と
い
え
る
｡
そ
も

そ
も

｢
入
末
法
｣
の
記
事
は
､
他
の
年
代
記
で
は
あ
ま
り
見
か
け
な
い
が
､
我

が
国
で
は

一
般
に

『扶
桑
略
記
』
の
見
解
､
即
ち
永
承
七
年

(
一
〇
五
二
)
説

の
方
が
普
及
し
て
い
る

(な
お
後
注
13
参
照
)0

釈
迦
の
場
合
の
み
で
な
く
､
仏
僧
た
ち
に
つ
い
て
も
､
〟

滅
後

～
年
″

(

没

後

～
年
)
に
つ
い
て
の
記
事
が
散
見
さ
れ
る
｡
い
ず
れ
も
､
先
に
挙
げ
た

よ
う

な
､
本
書
に
お
い
て
生

･
没
記
事
を
兼
備
し
た
僧
た
ち
で
あ
る
｡
先
ず
最
澄

(弘
仁

一
三
年
=

八
二
二
役
)
に
つ
い
て

｢
最
澄
勅
号
伝
教
大
師
入
滅
巳
後
四

十
五
年
也
｣
(丙
成
､
貞
観
八
年
､
八
六
六
)
と
あ
る
の
を
始
め
'
円
仁

(負

観
六
年
=
八
六
四
没
)
の

｢
円
仁
勅
号
慈
覚
大
師
滅
後
三
年
也
｣
(貞
観
八
年
)､

円
珍

(寛
平
二
年
-
八
九

〇
没
)
の
･
｢智
証
大
師
号
入
滅
巳
後
三
十
八
年
也
｣

(丁
亥
､
延
長
五
年
､
九
二
七
)
と
天
台
宗
の
高
僧
た
ち
に
つ
い
て
見
え
'
こ

れ
ら
の
年
忌
は
い
わ
ば
端
数
で
あ
る

(端
数
だ
か
ら
'
却

っ
て
そ
の
意
義
を
穿

整
す
べ
き
な
の
か
も
し
れ
な
い
)
｡
こ
れ
に
対
し
て
.､
少
し
時
期
が
下
る
が
､

真
言
宗
の
空
海

(承
和
二
年
=
八
三
五
没
)
に
つ
い
て
は

｢弘
法
大
師
入
定
己

後

1
百
年
也
｣
(甲
午
､
承
平
四
年
､
九
三
四
)
と
あ
り
'
ま
た
新
義
真
言
宗

の
頼
稔

(嘉
元
元
年
=

二
二
〇
四
没
)
に
つ
い
て
は

｢
頼
漁
法
印
百
年
忌
｣

(契
未
､
応
永

一
〇
年
､

一
四
〇
三
)
と
あ
り
'
さ
ら
に
臨
済
宗
-
五
山
系
の

無
関
普
門

(正
応
四
年
=

〓

1九

1
没
)
に
つ
い
て
は

｢大
明
国
師
百
年
也
｣

(庚
午
､
明
徳
元
年
､

二
二
九

〇
)
な
ど
と
あ

っ
て
､
以
後
､
真
言
僧
や
禅
僧

た
ち
の
年
忌
は
い
わ
ば
百
年
単
位
で
表
記
さ
れ
て
お
り
､
注
目
で
き
よ
う
｡

と
こ
ろ
で

｢
八
十
二

後
鳥
羽
院
｣
期
の
建
久
六
年

(乙
卯
､

一
一
九
五
)

に

｢嶋
津
判
官
忠
久
薩
摩
下
向
｣
と
あ
る
｡
忠
久
は
島
津
氏
の
初
代

(守
護
)

だ
が
､
こ
こ
に
､
こ
の
年
代
記

(本
書

『
日
本
帝
皇
年
代
記
』
)
に
お
い
て
地

四

域
性
が
明
確
に
顕
れ
始
め
た
と
い
え
る
｡
忠
久
の
薩
摩
下
向
時
期
に
は
諸
説
あ

る
が
､
と
に
か
く
南
九
州
は
､
以
後
し
だ
い
に
島
津
氏

(守
護

～
守
護
大
名

～

戟
国
大
名

～
近
世
大
名
)
の
領
国
に
な
っ
て
ゆ
-
｡
時
代
が
下

っ
て
､
文
禄
四

年

(乙
末
'

1
五
九
五
)
に

｢嶋
津
判
官
忠
久
薩
州
下
向
四
百
年
二
当
ル
｣
と

あ
る
の
は
､
将
に
こ
の
記
事
に
対
応
し
て
い
る
｡

[文
学
作
品

-
勅
撰
和
歌
集
]

本
書

『
日
本
帝
皇
年
代
記
』
に
は
文
学
作
品
に
関
す
る
記
事
も
含
ま
れ
て
い

る
こ
と
を
､
前
回

(上
)
で
指
摘
し
た
｡
こ
こ
で
あ
ら
た
め
て
通
覧
す
る
に
､

そ
れ
は
､
『
万
葉
集
』
を
は
じ
め
､
『
新
万
葉
集
』
を
経
て
､
『
古
今

(和
歌
)

集
』
以
下
の
勅
撰
和
歌
集

(天
皇

･
上
皇
ら
の
命
に
よ
り
編
纂
さ
れ
た
､
二
十

一
の
和
歌
集
｡
二
十

一
代
集
)
関
係
で
あ
り
､
要
す
る
に
全
て
和
歌
集
の
記
事

で
占
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
気
付
く
｡
そ
れ
ら
の
記
事
も
概
ね
妥
当
で
あ
る

(注
8
)｡
『
万
葉
集
』
に
関
す
る
記
事

(大
同
四
年
､
八
〇
九
)
を
は
じ
め
､

『古
今
集
』
(延
喜
五
年
､
九
〇
五
)
以
下
､
勅
撰
和
歌
集
に
つ
い
て
の
記
事
で
､

そ
の
殆
ど
は
今
回

(中
)
に
収
め
ら
れ
て
い
る

(注
9
)｡
因
み
に

『
和
漢
年

代
記
』
(中
巻
､
下
巻
)
や

『
永
光
寺
年
代
記
』
に
見
え
る
文
学
作
品
も
､
本

書
と
同
様
､
『
万
葉
集
』
と
勅
撰
和
歌
集
で
占
め
ら
れ
て
い
る
が
'
そ
の
記
事

内
容
は
､
本
書

『
日
本
帝
皇
年
代
記
』
の
方
が
詳
細
で
的
確
だ
と
い
え
る
｡

[記
載
の
ズ
レ
]

本
書
の
本
文
に
つ
い
て
､
手
許
の

『東
方
年
表
』
(藤
島
達
朗

･
野
上
俊
静

編
､
平
楽
寺
書
店
)
や
現
在
の
年
表
類
を
も
っ
て
通
覧
す
る
に
､
殆
ど
は
妥
当

だ
が
､
記
載
に
若
干
ズ
レ
が
み
る
箇
所
を
見
出
す
.
殊
に
中
国
年
号
や
諸
事
項

に
つ
い
て
だ
が
､
こ
れ
ら
は
､
主
に
典
拠
史
料

(オ
-
ジ
ナ
ル
)
か
ら
転
記
の



際
に
ズ
レ
た
も
の

(
ケ
ア
レ
ス
｡
-
ス
)
と
い
え
そ
う
で
､
概
ね
隣
の
年

(隣

の
行
)
に
移
動
す
れ
ば
正
せ
る
の
で
あ
る
｡
そ
の
箇
所
に

(症
)
を
施
し
て
､

適
宜

コ
メ
ン
ト
し
て
お
く
｡

(承

前

)

正
月

1
日
辛
酉
改
元
､
依
伊
勢
大
神
宮
美
雲
也
'
同
日
地
震
､

辛
酉

天
魔

天
文
､
兵
乱
､
十
二
月
廿
三
日
光
仁
天
皇
崩
､
七
十
三
歳
､

己
巳
八

庚
午
九

辛
未
十
弘
法
大
師
十
八
歳
､
過
勤
操
僧
正
受
求
聞
持
法
'

壬
申
十

一

(光
)

天
台
義
兵
誕
生
､
相
州
人
､
従
侍
教
大
師
入
唐
､

(EZ応
)

佃

桓
武
天
皇
緯

請

鏑

躍

､硝

鴎

絹

的

臥
網

棚
銅

附
印
鏑

朋

壬
戊
延
暦
八
月
十
九
日
己
未
改
元
'
依
即
位
也
'

発
亥
二

甲
子
三

乙
丑
四

法
相
守
印
法
師
誕
生
'
姓
土
師
氏
､

泉
州

人
､
従
勝
唐
法
師

文
子
相
宗
耳
目
之
所
購
長
記
不
忘
鼻

根
甚

利
也

'

十

1
月
十

1
日
遷
都
於
山
州
長
南
城
､

唐
徳
宗
興
元
々
年
也
､

(最
宙
)

七
月
中
旬
樽

教

大
師
十
九
歳
始
入
比
叡
山
､
唐
徳
宗
貞
元

元
年
也
'
貴
意
僧
都
誕
生
'
姓
伯
佐
氏
､
讃
東
人
也
'

(マ
マ
)

巽
西
十
二

甲
戊
十
三

乙
亥
十
四

丙
子
十
五

侍
教
大
師
廿
七
歳
'
建
立
延
暦
寺
､

弘
法
大
師
出
家
廿
歳
､
師
範
操
勤
僧
正
､

(円
仁
)

(マ
マ
)

慈
覚
大
師
誕
生
'
姓
壬
生
氏
､
下
野
都
賀
郡
人
也
'

十
月
廿

一
日
遷
都
於
平
安
城
､
道
立
平
野
社
､

弘
法
大
師
廿
二
歳
､
於
東
大
寺
受
戒
､

叡
山
安
慧
誕
生
､
姓
栢
氏
'
内
州
大
懸
郡
人
也
､

平
安
城
羅
城
門
左
右
建
立
東
寺

｡
西
寺
'
建
立
鞍
馬
寺
'

岩
測
勤
操
僧
正
始
動
法
華
八
講
合
'

〔師
脱
〕

丁
丑
真

鯛
約
朋
糾
約
㌔

升
善
珠
法
入
滅
､
七
十
五
歳
､

戊
寅
≠
七
恵
運
僧
都
誕
生
､
東
大
寺
明

一
入
滅
'
七
十

一
歳
､

五

丙
寅
五
嵯
峨
天
皇

｡
淳
和
天
皇
誕
生
､
兄
弟
御
母
別
也
､

丁
卯
六

(空
海
)

戊
辰
七
糾
雛

雛

的
瑠
貼

附
詣

鮎

絹

畑
鴇

'

己
州
十
八

庚
辰
≠
九

辛
巳
二
十

真
済
僧
正
誕
生
､
姓
紀
氏
､
洛
陽
人
也
､

桓
武
之
師
範
等
定
大
僧
都
入
滅
､

【軸
'以
下
同
ジ
〕

十
月
依

勅

維

摩

昏

復
興
福
寺
'

山
口

隼

正



『
日
本
帝
皇
年
代
記
』
に
つ
い
て
-
入
来
院
家
所
蔵
未
刊
年
代
記
の
紹
介
-
(中
)

壬
午
廿

一
正
月
依
勅
屈
最
澄
法
師
於
高
尾
寺
講
天
台
法
門
､

発
未
廿
二

(点
澄
)

町
中
廿
三
絹

牒

瑚
難

幣

鰭

明
弘
絹

山
善
謝
入
滅
､八
十
一
歳
､

(梢
〕

発
巳
四
藤
原
冬
嗣
建
南
円
芋

興
福
寺
､
空
海
鎮

槙

､

相
は
大
智
禅
師

甲
午
五

桓
武
第

一
子
､
母
皇
后
乙
牟
漏
､
内
大
臣
贈
大
政
大
臣
藤
原
良
継
女
､

乙
酉
廿
四

五
十
朝
野

皇
順
詣

*
*

五
月
侍
教
大
師
坂
朝
'
真
雅
僧
正
誕
生
'
弘
法
大
師
之
弟
也
'

十
二
月
十
五
日
恵
果
和
尚
入
滅
､六
十
歳
､唐
順
宗
即
位
永
貞
元
年

(マ
マ)

1歳
即
位
'治
四
年
､天
長
元
年
七
月

1
日
崩
､
五
十

一
崩
､謹
安
殿
､

〔七
力
〕

(マ
マ
)

招

福

絹

丙
戊
大

同

後
出
家
'
為
弘

五
月
十
八
日
改
元
､依
即
位
也
､
三
月

十

七
日
桓
武
天
皇
崩

､

七
士

1､

唐
憲
宗
即
位
元

和元
年
也
､
弘
法
大
師
三
十
三
歳
坂
朝
'

法
大
師
弟
子
欲

錯

紬

雛

丁
亥
二
糾
甑

臥
削
鏑

益

描

鯛
Ⅷ
米
嘉

粟

｡
経
'

.戊
子
三

万
葉
集

廿
巻

〔己
〕

此
御
宇

撰
之
'

戊
丑
四

慈
覚
十
五
歳
'
登
叡
山
'
遇
侍
教
受
学
止
観
等
云
云
､

三
論
道
昌
誕
生
､姓
秦
氏
､讃
州
香
河
人
'
入
弘
法
室
受
密
教
云
云
､

四
月
十
三
日
帝
即
位
､
宗

叡
僧

正
誕
生
､

元
興
寺
明
詮
誕
生
'
･

守

嵯
峨
天
皇

開

出
現

離

錯

鰯

即
位
､治
十
四
年
､承
和
九
年
七
月
十
吾

崩
､

二此
御
芋
唐
国

之
義
空
来
朝
､

授
禅
宗
旨
於

偲
林
皇
后
､

(寅
)

庚

TT
･弘
仁

九
月
廿
七
日
改
元
'
仁
明
天
皇
誕
生
､

辛
卯
二

六
月
勝
悟
法
師
入
滅
'
八
十
歳
'

壬
辰
三
真
然
僧
正
誕
生
､
姓
佐
伯
氏
､
讃
戯

入
弘
法
大
師
之
甥
也
､

弘
法
大
師
於
神
護
寺
始
被
行
構
法
濯
頂
､

(空
海
)

六

三
月
光
意
入
滅
､七
十
八
歳
､十
月
秋
篠
寺
常
棲
入
滅
'七
十
四
歳
'

遷
化

ー
′l
frl
三
月
安
澄
入
滅
'
五
十
二
歳
､
善
議
上
足
三
論
明
徳
也
､

乙
未
六

丙
申
七

丁
酉
八

戊
成
九

法
相
陸
海
誕
生
'
姓
清
海
氏
'
播
州
人
也
､

智
讃
大
師
誕
生
'
姓
和
氏
､
讃
州
､
那
珂
郡
人
､
父
宅
成
､
母
佐
氏
'

(川
珍
)

弘

法

之
姓
也
､
九
月
常
騰
法
師
入
滅
､
七
十
六
歳
､
(症
lo
)

弘
法
大
師
始
登
高
野
山
求
勝
地
'
慈
覚
於
東
大
寺
受
具
足
戒
､

(‖
L_])

八
月
大
風
､
十

一
月
道
澄
法
師
入
滅
'
六
十

一
歳
､

花
山
僧
正
遍
昭
誕
生
'

天
下
大
疫
病
､
空
海
腹
勅
作
心
経
秘
鍵
､

品
慧
法
師
入
滅
､七
十
五
歳
､新
羅
沙
門
廿
六
人
来
朝
'勅
人
語
寺
､

(均
〕

＼

己
亥
↑
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建
立
､

庚
子
十

一
十
月
空
海
賜
侍
燈
大
法
師
位
､
奉
賓
法
師
入
滅
'
八
十
四
歳
､

辛
丑
十
二
唐
穆
宗
即
位
長
慶
元
年〔汰

〕

壬
-

一二
鮎

頂

賜
侍
燈
大
.
師
位
､
六
月
｡
日
入
滅
､
五
十
六
歳
'
号
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空
砧
純
大
僧
桃
､

五
月
十
日
勅
撰
僧

山
人
滅
'七
十
歳
､

義
真
不
任
延
暦
寺
座
主
云
云
'
職
始
於
義
真
也
､

乙
巳

二

綬
五
月
十
二
日
東
寺
建
立
講
堂
､空
海
自
刻
仁
王
繰
言
党
茶
羅
本
尊
､

唐
敬
宗
即
位
賓
暦
元
年

〔
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丙
午
三
繕

丁
誕
生
､
平
城
天
白芝

孫
､
阿
保
親
王
第
五
御
子
也
､

文
徳
天
皇
誕
生
､
賛
意
僧
都
河
内
建
観
心
寺
､

丁

未

四

益
信
僧
正
誕
生
､姓
品
治
氏
､備
後
人
､武
内
大
臣
之
商
､行
教
和
尚
之
弟
也
､

学
法

相
宗
於
大
安
寺
､
明

詮
後
入
源
仁
之

密
室
､

唐
文
宗
即
位
大
和
元
年

【人
)

戊
申
五

己
酉
六

庚
成
心
光
孝
天
皇
誕
生
'

草
亥
八

相
膳
和
尚
誕
生
､
傑
氏
､
近
州
浅
井
郡
之
人
也
'
入

慈
覚
室
､

乙
卯
二

三
月
旦

日
弘
法
大
師
入
定
､
六
十
二
歳
'

丙
辰
三
関
絹

紺
朋
絹

長
者
､
此
任
自
警

始
､

醐
鰭

現
､
丁

巳

四

十
月
廿
六
｡
天
台
囲
澄
入
滅
'
六
十
六
歳
､
慧
亮
之
師
也
､

戊
午
五

己
未
六

庚
申
七

安
祥
寺
僧
都
恵
運

｡
慈
覚
大
師
同
船
入
唐
､

常
暁
入
唐
､
又
円
行
入
唐
'
内
裏
仏
名
合
始
被
行
之
､

(虐
観
)

(仁
〕

清

涼

大
師
入
滅
､
百

二

歳
､

五
月
八
日
淳
和
天
皇
崩
､
五
十
五
歳
､
審
勝
倉
移
大
極
殿
､

六
月
常
暁
和
尚
賜
山
州
宇
治
郡
法
琳
寺
､
太
元
法
'

辛
西
八

唐
武
宗
即
位
含

完

年

壬
成
九
七
月
十
五
日
嵯
峨
天
皇
崩
､
五
十
七
歳
､

発
亥
十

壬
子
九
聖
賃
僧
正
誕
生
､
光
仁
天
皇
之
商
'
讃
州
人
也
､

弘
法
大
師
移
住
高
野
山
､

天
台
増
命
誕
生
'
京
兆
人
'
朝
散
大
夫
桑
安
峯
之
子
也
､

十
二
月
法
相
守
印
法
師
入
滅
'
六
十

一
歳
､

七

【〓
〕

績
日
本
後
記
廿
巻
白
天
長
十
年
書
嘉
祥
三
年
三
月
良
房
上
､

発
丑
十

慈
覚
大
師
於
叡
山
始
修
法
花
如
法
経
､
今
首
梼
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真
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滅
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一
天
台
玄
昭
誕
生
､
慈
覚
之
弟
子
也
､

(白
居
易
)

乙
丑
せ

一
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一
日
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十
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庚
午
三

清
和
天
皇
誕
生
､
三
月
廿

一
日
仁
明
天
皇
崩
'
四
十

一
歳
'

四
月
帝
即
位
､
海
印
寺
道
雄
入
滅
､

モ
ン

3
.
文

徳
天
皇
代
用
門

川
棺

桶

+
一､稲

山
鮎

璃

相
関

天
安
｡
年

*
*辛

未
仁
寿

四
月
廿
八
日
庚
申
改
元
'

壬
申
二

乗
酉
三
九
月
延
祥
法
師
入
滅
'
八
十
五
歳
､
護
命
僧
正
弟
子
也
､

智
大
師

入
唐
､
州
九
歳
､

〔紹
脱
)
(=
珍
)
〔脚力
〕

甲
成
秀
衡

十

一
月

廿

日

改
元
､
依
美
作
醒
泉
也
､
慈
覚
任

延
暦
寺
座
主
'
観
覧
僧
正
誕
生
､
姓
秦
氏
､
讃
茄
人
也
'

庚
辰
二

幸
巳
三

壬
午
四

発
未
五

甲
申
六

乙
酉
七

丙
成

八
興
福
寺
常
契
合
始
行
之
､
唐
乾
宗
即
位
成
通
元
年
､

十

一
月
廿
五
日
真
済
僧
正
入
滅
､
六
十

一
歳
､

〔二カ
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禅
林
寺
僧
正
宗
叡

･
真
如
親
王
同
船
入
唐
､

土
佐
国
五
董
山
文
殊
出
現
､

貞
観
寺
真
雅
任
僧
正
許
肇
車
､
僧
家
賛
車
此
時
始
云
云
､

正
月
十
三
日
慈
覚
入
滅
､
七
十

一
歳
'十
月
十
日
藤
原
良
相
乗
､

(円
仁
)
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宗
叡
僧
正
坂
朝

'
真
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親
王
畠

居

渡
天
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時
､流
沙
而
入
滅
云
云
､

十

一
月
晦
日
常
暁
和
尚
入
滅
､
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二
月
三
日
徳
山
禅
師
遷
化
､

(宣
鑑
)

七
月
扉
澄
勅
号
俸
教
大
師
入
滅
己
後
四
十
五
年

也

､

円
仁
勅
号

慈
覚
大
師
滅
後
三
年
也
､二
大
師
号
依
相
臆
表
也
､
日
本
大
師
号
始
也
､

乙
亥
二
九
月
長
訓
僧
正
入
滅
'
八
十
二
歳
､

三
月
大
地
窟
丙
子
三

(惟
鯛
'
以
下
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ジ
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酉

酉

延

倣

誕

生
､初
於
東
大
寺
孝
三
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入
聖
宝
寛
平
之
室
､

五
節
舞
始
､
九
月
賓
敏
僧
都
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滅
､六
十
九
歳
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献
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鹿
'

笥
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編
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丑
天
安
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三
年
也
'
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月
廿
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改
元
､
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連
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白
鹿
也
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寺
増
利
誕
､
姓
伴
氏
､
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人
也
､
従
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然
受
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法
､

丁
亥
九
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)

山
王
院
智

讃

大
師
任
延
暦
寺
座
主
､

戊
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十

四
月
三
日
安
慧
入
滅
､
七
十
四
歳
'

五
月
十
六
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滅
､
六
十
歳
､

戊
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二
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〕
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讃

大

師
阪
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歳

､
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唐
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大
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神
額
現
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欲
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持

教
法
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廿
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､

己
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一
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二
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誕
生
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都
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二
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七
日
真
紹
僧
都
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七
十
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歳
､
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建
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観
寺
､
唐
偉
宗
即
位
乾
符
元
年
也
'

乙
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午
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円
城
寺
益
信
賜
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法
阿
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梨
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'

七
月
廿
二
日
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隆
海
入
滅
'
七
十
二
歳
'

五
代
院
安
然
此

御
宇
人
也
､
人

慈
覚
之
等
究

丁
西
一郎
郎

冒

十
六
日
丁
亥
改
元
'
正
月
三
日
帝
即
位
､

*
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脚
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輿
i口
､

銅
雛
…止

戊
成
二

蔵
､

正
月
三
日
真
雅
僧
正
入
滅
､
七
十
五
歳
'
花
山
遍
昭
任
僧
正
､

己
亥

三

五
月
八
日
清
和
天
皇
御
出
家
'
戒
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叡
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受
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頂
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叡
､
々
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十
月
寛
平
法
皇
高
野
山
御
幸
'

七
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月
法
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金
峯
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御
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､

乙
丑
五

四
月
十
四
日
寛
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甲
戊
十
四
,



〔末
帝
〕

〔貞
〕

乙
亥
十
五
謂

詔

銅

純

絹

用

益

頂

葦

'

丙
子
十
六

寛
朝
僧
正
誕
生
'
式
部
卿
敦
寛
親
王
御
子
也
､

丁
丑
≠
七
自
此
年
高
野
山
中
絶
五
囲
年
也
'

東
大
寺
講
堂
三
面
僧
坊
百
州
四
間
焼
失
'

〔三
カ
〕

[P
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戊
巧
十
八
十

1
月
二
日
相
膝
和
尚
入
滅
､
八
十
八
歳
､天
柴
郷

音

山
中

己
卯
十
九
般
若
寺
観
覧
僧
正
任
酉
酉
座
主
'

庚
辰
二
十

辛
巳
廿

一

壬
午
廿
二

十
月
空
海
贈
大
師
号
'入
定
巳
後
八
十
七
年
､依
観
覧
奏
也
､

偽
梁
大
祖
龍
徳
元
年

〔末
帝
〕

嵯
峨
搾

迦

日
本
来
､
斎
然
法
橋
渡
之
､

(四
〕
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(油
穴
)

甲
中
二

乙
酉
三
六
月
十
七
日
観
賢
僧
正
入
滅
､
七
十
三
歳
､
此
年
任
僧
正
､

丙
戊
四
村
上
天
皇
誕
生
'
偽
唐
明
宗
即
位
天
成
元
年

丁
亥
五

(円
珍
)

十
二
月
三
井

智

謹

大
師
号
､
入
滅
己
後
三
十
八
年
也
､

月
十

一
日
天
台
増
命
僧
正
入
滅
､
八
十
五
歳
､勅
誌
静
観
､

力
〕

山
口

隼

正

七
月
十
三
日
増
利
僧
都
入
滅
､
七
十
二
歳
､
性
空
上
人
誕
生
､

戊
子
六

十
二
月
十
三
日
酉
酉
延
倣
入
滅
'
七
十
三
歳
'

十
二
月
十
九
日
観
宿
僧
都
入
滅
､
八
十
五
歳
'

己
丑
七

(赫
.i
l
)

六
月
廿
六
日
於
清
涼
殿
而
為
被
殺
大
納
言

清

貫

右
中
弁
希
世
等
了
､

朋
銅

悶

庚
TT,八

重

人
之
茸

寧
殿
給
云
云
､
九
月
廿
九
品

酉
天
志

､
四
十
六
歳
､

十

一
月
廿

一
日
帝
即
位
､

itC.
朱
雀
院

T<Rt&.<
賢

班
絹

詔

根

調

雛

層

位
､苧

六
､天
暦

辛
卯
承
乎
描

州
13
:
糾
門
約
㍍

Ⅷ
㌍

析
臥
,HE
<
十
年
也
'

(I:ト1TL)

壬
辰
二

乗
巳
三

甲
午
圏

此
年
平
将
門
謀
叛

､

反
東
園
､

紙
薗
社
道
立
､
偽
唐
閏
帝
鷹
順
元
年
､

弘
法
大
師
入
定
己
後

1
百
年
也
､

乙
未
五

的
鯛
附
榊
錯

節

南
都
仲
算
誕
生
､

丙
申
六

偽
晋
高
祖
即
位
天
福
元
年

丁
酉
七

〔二
カ
〕

戊
成
和
郎

五
月
廿
三
日
改
元
､
依
厄
運

｡
地
震
也
'



『
日
本
帝
皇
年
代
記
』
に
つ
い
て
-
入
来
院
家
所
蔵
未
刊
年
代
記
の
紹
介
-
(中
)

(藤
原
)

己
亥
二
此
年

純

友

謀
叛
'

正
月
於
横
川
勅
浄
蔵
修
大
威
徳
秘
法
調
伏
'平
将
門
先
程
首
上
洛
､

庚
子
三

二
月
十
四
日
将
門
依
課
､平
貞
盛
射
之
､十
1
月
廿
l
日
勅
明
達
於
住
吉
神

宮
寺
調
伏
､
純
友
七
月
十
四
日
中
時
日
三
出
口
也
､

庚
戊
四
冷
泉
院
誕
生
､

(源信)

(?
)

辛
丑
四

恵

心

僧
都
誕
生
､
姓
卜
氏
､
和
州
葛
城
人
也
､

辛
亥
五

壬
子
六

後
撰
集
廿
巻
歌
数
千
四
百
廿
首
撰
之
､

偽
周
大
祖
即
位
席
順
元
年

〔太
)

八
月
十

五

日
朱
雀
院
崩
'
三
十
歳
､

高
野
山
奥
院
御
廟
為
雷
火
焼
失
､

出
帝
即
位
壬
寅
五
十

一
月
廿
五
日
勤
修
寺
済
高
僧
都
入
滅
､
八
十
六
歳
'

実
印
六

甲
辰
七
偽
晋
出
帝
開
運
元
年

乙
巳
八

叡
山
勤
修
誕
生
､
姓
紀
氏
､

丙
午
九

ム
ラ
カ
-

7(.
村
上
天

皇
:F

E
a+
T
'.鯛

7
%'雛

L諸

絹
雛

,年
､康
保
四
年
五
月
六
日

‥

発
丑
七

甲
寅
八
棚
絹

絹

師
宣
cl纏

,n
ta
l硝

附
的
紅

顕
徳
元
年
也
､

〔太
)

乙
舛
九
小
野
仁
海
僧
正
誕
生
､
三
井
慶
詐
誕
生
､

丙
辰
十

丁
巳
天
徳

十
月
廿
七
日
庚
辰
改
元
'
依
水
早
也
､

和
泉
雅
真
公
奥
院
御
廟
宝
形
造
也
'

丁
未
天
暦
四
月
廿
二
日
丁
丑
改
元
'
備
後

一
千
八
百
九
十
六
年
也
､

偽
漢
高
祖
天
福
元
年
'
六
月
九
日
天
神
始
移
北
野
､

戊
申
二
偽
漢
高
祖
乾
祐
元
年
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〕
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此
御
芋
東
大
寺

法
蔵
受
希
釈

勅
喜
見
城
説
法

往
抜
魔
王
宮
見

亡
母
之
生
所
云
云
'

〔戊
〕

成

午
二
円
融
院
誕
生
､
(注
S
)

己
未
三

九
月
廿
三
日
夜
子
起
内
裏
焼
失
､遷
都
以
来
百
六
十
七
年
､神
鏡
飛
在
､

庚
申
四

南
都
楼
上
小
野
宮
賓
頼
黙
頑
以
衣
柚
受
之
云
云
､

趨
宋
太
祖
建
隆
元
年

辛
酉
鷹
和
二
月
十
六
日
庚
辰
改
元
､
依
内
裏
焼
失
也
､

仁
和
寺
成
典
誕
生
'
弘
法
大
師
後
身
也
､



〔太
〕

趨
宋
大
祖
乾
徳
元

十
1月
廿
1日
浄
歳

入
減
､
七
十
四
歳

壬
成
二

発
亥
三

八
月
於
清
涼
殿
啓
法
花
講
､
五
日
召
二
十
明
徳
分
朝
夕
二
坐
､

南
北
互
為
講
問
'十
二
月
廿
四
日
慈
念
僧
正
入
滅
'
八
十
五
歳
'

甲
子
康
保
七
月
十
日
突
未
改
元
'
依
早
井
甲
子
也
､
寛
空
任

僧
正
､
性
空
上
人
出
家
､
州
六
歳
､
往
日
向
霧
嶋
'

乙
丑
二
天
地
開
聞
以
来
九
千
六
億
九
十
六
万

一
千
九
百
八
十
二
年
也
､

〔汁
〕

発
酉
天

延
十
二
月
廿
二
日
庚
子
改
元
'
依
天
饗
也
､

(Mi
比
1
)

甲
戊
二

乙
亥
三
七
月

一
日
日
蝕
､
自
辰
時
至
未
魁
､
如
晴
夜
､
九
月
大
風

内
子
lf
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丙
TT'三

丁
卯
四

(
良

源

)

慈

恵

僧
正
任
天
台
座
主
'
小
野
道
風
逝
去
､
七
十

1
歳
､

叡
山
大
講
堂

｡
鐘
楼

｡
四
王
院

｡
延
命
院

｡
常
行
堂
炎
上
'

花
山
院
誕
生
､
五
月
六
日
村
上
天
皇
崩
､
四
十
二
歳
､

性
空
上
人
住
筑
前
背
振
山
'
十

1
月
十

l
日
帝
即
位
､

丁
丑
二
天
台
之
皇
慶
誕
生
､
姓
橘
氏
､
性
空
之
姪
也
'

十
月
十

一
日
西
院
寛
静
僧
正
入
滅
'
七
十
八
歳
'

⊥諾

泉
院

鐙

1i
oEF'的
絹

甥

㍍
'摘

謹

蛮

鞘

又禅
､治
｡
年
､寛
弘

戊
辰
安
和
臥
朋
髭

耶
朗
報

矩

備
後

享

九
百
十
七
年
､

〔二
カ〕

正
月三
日
南
都
己
巴

二

法
歳
入
減
､

南
都
仲
算
於
熊
野
那
智
瀧
下
請
心
経
､
忽
現
千
手
千
眼

之
像
､
講
己
昇
岩
上
､
自
此
不
見
､
九
月
廿
三
日
帝
即
位
'

二

望

院

"[4..I.:.::(.:..;i,I.'=.:.捕
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悶
調

,
庚
午
天
禄
三
月
廿
吾

丙
可
改
元
､
備
後

一
千
九
百
十
九
年
也
'

〔ぺ
)

戊
TT･天
元
四
月
十
五
日
改
元
､
依

宋

饗

也
､
叡
山
桓
舜
誕
生
'

(輪
作
2
)

己
卯
二

庚
辰
三

一
条
院
誕
生
､

辛
巴
四
八
月
贋
滞
寛
朝
任
僧
正
'

丑
午
五

発
末
永
観
細
網

雛

絹

F
IR
'
依
内
裏
焼
亡
也
､

(小
野
)

三
井
明
尊
誕
生
'
道

風

之
孫
､
重
之
曽
孫
也
'

大
納
言
行
成
誕
生
､

十
月
十
日
帝

即
位

甲
申

二

八
月
八
日
僧
都
元
呆
兼
法
務
､
大
僧
正
良
源
'
僧
正
寛
朝
､

先
管
法
務
時
有
三
法
務
､
趨
宋
大
宗
薙
配
州元
年
也
､

〔閏
二カ
】
(藤
原
)

二

月

六

日

寛

空
僧
正
入
滅
､
八
十
九
歳
'

(マ
マ)

九
月
十

一
日
空
也
上
人
入
滅
､七
十
歳
､号
光
勝
､住
六
波
羅
蜜
寺
､

(花
)

(
様
僻
)

〔太
〕

lj
.
華
山
院

識

T
nr約
瑠
璃

離
調

駆

,.
絹

銅

yB
毒

､寛
弘
五
年

山口隼正
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帝
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記
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て
-
入
来
院
家
所
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未
刊
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代
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)
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〕

(良
源
)
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･

乙
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靴
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S
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丙
成
二
甑

謂

鳩
醐
Ⅶ
醐
鰭

'軋

'
雛

鮎

開

削
鵬
場

裏

(家
晩
〕

六
十

一
候
院

鯛
鯛

消
印
､鰭

絹

い鏑

摘

措

､棚
;
.1雛
,'礼
難

六

丙
申
孟

絹

蛸
謂

Ⅷ

年
号
之
中
撰
之
'
花
山
院

丁
酉
三

戊
戊
四

六
月
十
二
日
贋
滞
大
僧
正
寛
朝
入
滅
'
八
十
四
歳
'

趨
宋
真
宗
成
平
元
年

四

春
日
大
原
野

松
尾
北
野
等

此
御
芋
始

↑
亥
永

延
納
朋
細
網

関

九
､
備
後
寺

九
百
塑

ハ
年
也
'

行
幸

'

(描
)

己
亥
長
保
錯

髭

網

棚
鮒
鞭

依
去
年
疾
疫
也
､

(王
馬
偶
)

戊
子
二
性
空
上
人
創

幡

州

書
寓
山
号
囲
教
寺
､

趨
宋
大
宗
端
洪
元
年

〔太
〕

庚
子
二
高
野

山

中

絶
第
二
度
､
自
此
年
十
五
年
荒
'

三
河
寂
昭
為
源
信
使
入
末
､

大
江
山
鬼
神

酒
典
苧

己
丑
永
詐
八
月

丙
辰
改
元
､
依
撃
屋
撃
也
､
八
月
大
風
､

此
時
事
也
､
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〕
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化
元
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忙
削
即
納
鯛
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虻
S
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従
不
許
､

〔従
〕

壬
昼

二

(円
仁
)

(円
珍
)

〔征
〕

八
月

慈

覚

･
智

謹

西
門
相
争
'
慶
詐
撃
門
従
移
大

乗
巳
四

雲
寺
､
慈
覚
門
従
〔徒
〕焼
千
手
院
為
壊
房
舎

四
十
余
字
､
智
讃
門
徒

一
千
人
出
山
､

甲
午
克
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辛
丑
三

壬
TP
四

発
卯
五

r
･:<

)

甲
辰
寛
弘

批
朋
鮒
細
網

鍔

依
宋

撃

也
'

乙
巳
二

丙
午
三

丁
未
四
三
月
十
三
目
性
空
上
人
入
滅
'
八
十
歳
'

戊
申
五

錆

M
絹

雛

軸

鴇

'B
的
,翫

蛸
甜
絹
針
祥
符
元

〔奴
〕

【火
〕



六
月
請
名
徳
宮
中
講
論
扉
勝
王
経
五
日

廿

1
為
毎
年
式
､
後
朱
雀
院
誕
生
'

〔六
カ
〕

二
月
廿
二
日

一
条
院
崩
､州
三
歳
'十
月
廿
四
日
冷
泉
院
崩
､

六
十
二
歳
､高
野
山
維
範
誕
生
､京
兆
人
'十
月
十
六
日
帝
即
位
､

(E･州税
)

庚
申
四

辛
酉
治

*
軍

.L㌦ 二
月
二
日
丁
未
改
元
､

野
明
算
誕
生
､
姓
佐
藤
氏
､
紀
州
之
人
也
､

(熊
繰
ノ
上
ニ

'架
線
ヲ
飽
ネ
ル
)

5
.
1.一修
院

絹

責

鮎

棋
門
指
摘
硝
粥
T
t鴇

T
一転

'
也紺

肇

禅
'
治

卜
二
月
廿
五
日
成
子
改
元
､
備
後

1
千
九
百
六
十

1
年
､

銅

開

祁
也
壬
子
戒
佃

十
月
廿
吾

勤
修
寺
大
僧
正
雅
慶
入
滅
､
八
十

1
歳
,
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四

壬
成
二
趨
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興
元
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亥
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肌
錯
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照
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範
誕
生
､

甲
子
高
専
七
月
十
三
日
戊
成
改
元
､
甲
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也
､
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丑

二

後
冷
泉
院
誕
生
､
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〕
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正

月
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上

東
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家
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四
十
二
月
藤
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辰
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月
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､
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七
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廿
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修
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粒
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'

大
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三
日
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､
十
月
僧
正
酒
信
加
大
､

己
未
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十
二
月
廿
二
日
三
井
慶
詐
入
滅
､
六
十
五
歳
､

｣
｣

い了
.五
月
廿
六
日
天
台
之
院
源
入
滅
､

己
旺
二

庚
午
三
六
月
十

盲

大
僧
正
所
信
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'
七
十
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､
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薬
酉
六

鰭

等

成
七
枇
朋
銅

粥

離

開

,
批
難

臓
鏑

詐

二
百
年
也
,

乙
亥
八

鏑

S
,
丙
子
九
甜

H
批
絹

張

頂

廿
八
歳
､

雪

後
朱
雀
院
I1

条
三
子
､
母
同
上
､
廿
八
歳
受
禅
､
治
九
年
､
寛
徳
二
年

一月
十
八
日
崩
'州
七
歳
､先
是
御
出
家
､千
時
東
三
候
院
也
､詩
敦
良
､

【Li=ゎ
〕

丁
丑
長
暦

〔俊
カ
〕

四
月
廿

一
日
甲
子
改
元
'
僧
正
範

後

誕

生
､

備
後

一
千
九
百
八
十
六
年
也
､

戊
TT.二

己
卯
三

六
月
仁
海

･
成
典
二
師
任
僧
正
'
仁
海
祈
雨
､
有
験
也
､人
呼

為
雨
僧
正
､
趨
宋
仁
宗
賓
元
年

〔元
脱
〕

庚
辰
長
久
十

一
月
十
日
辛
巳
改
元
､

趨
宋
仁
宗
康
定
元
年

〔㈹
〕

辛
巳
二
虻
相
川
絹
銅

調

寺
戒
檀

立

不
於
諸
宗
､

壬
午
三

発
未
四
六
月
仁
海
勅
於
神
泉
苑
祈
雨
'
大
雨
下
'
三
日
夜
許
肇

車
､
九
月
廿
五
日
禅
林
寺
大
僧
正
深
覚
入
滅
､
八
十
九
歳
'

叩
悪

化
琶

二

'2
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,
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〔凹
〕

六

乙
酉
二
三
井
明
等
為
園
城
寺
長
更
､

比
後
猪
鳩

哨
鏑

雛

,1jI
,
'.ニ鯛
網

棚
㌍

報

硝
㌘

捕
縄

酢

仁
､

丙
戊
永
承

tI
1
-り
Iり
五
月
十
六
日
仁
海
僧
正
入
滅
､
九
十
二
歳
､

丁
亥
二
二
月
十
四
日
高
野
持
経
上
人
入
滅
､

〔任
カ
)

戊
子
三
臥
朋
錆

糾
網
:
,iJ
脈
舶
讐

己
丑
四
靴
銅

山抑
郎
相
加
誓

慶
入
滅
､
七
十
三
歳
'

庚
TT'五

四
月
十
四
日
甲
子
改
元
'

辛
卯
六

樺
迦
如
来
滅
後
二
千
年
､
末
法
之
始
也
､

三
月
藤
原
頼
通
改
宇
治
別
業
号
平
等
院
'
(注
13
)

壬
辰
七
大
極
殿
焼
失
､

発
巳
天
喜
正
月
十

一
日
王
子
改
元
､
白
河
院
誕
生
､

甲
午
二

乙
末
三

九
月
廿
日
内
州
従
聖
徳
太
子
御
廟
掘
出
記
文
､
(注
14
)滅
後
四

百
三
十
四
年
也
､
趨
宋
仁
宗
至
和
元
年

〔tr
カ
〕

八
月
十
三
日
夜
東
寺
塔
雷
火
焼
'

〔義
〕

丙
申
四
趨
宋
仁
宗

喜
祐
元

年



丁
酉
五

(
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)

〔
S
:
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〕

寛
助
僧
正
誕
生
､
左
中

弁

師

賢

息

､

勝
覚
僧
正
誕
生
､

左
大
臣
俊
房
息
'
九
月
十
日
叡
山
桓
舜
入
滅
､
八
十
歳
､

(源
)

戊
戊
康
平
八
月
廿

九

日
丁
邦
改
元
､
依
饗
異
也
､

己

亥
二

庚
子
三

辛
並
四

韮
巧
五

黄
卯
六

六
月
廿
六
日
三
井
明
尊
入
滅
'
九
十
三
歳
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丙
午
二

丁
未
三

戊
申
四

四
月
十
九
日
後
冷
泉
院
崩
'
四
十
四
歳
､

七
月
廿
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即
位
､
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日
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正

己
酉
延
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四
月
十
三
日
己
酉
改
元
､

庚
成
二
東
大
寺
大
俳
頑
遍
身
汗
流
出
､

草
亥
三
十
月
四
日
祇
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社
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'
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十｡
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廿
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:
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鮎
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朋
縞
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位
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銅
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仁
和
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月
三
日
成
子
改
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'
(補
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定
海
僧
正
誕
生
'

七



『
口
本
帝
皇
年
代
記
』
に
つ
い
て
ー
入
来
院
家
所
蔵
未
刊
年
代
記
の
紹
介
-
(中
)

･[
.::,∵

辛
-

:･h･･
'
''::'二
十
....
,I..=..I,紬
,.
'･.[
附
.=･l
､

(蘇
拭
)

攻
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亦
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戊
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発
亥
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小
野
範
俊
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請
雨
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法
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酉
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霊
加
持
力
不
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甘
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経
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七
日
無
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依
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俊
寵
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熊
野
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僧
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興
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寺
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子
鷹
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縄
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司
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幸
巳
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､
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発
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五
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廿
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己
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請

訓
謂
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鮒
削
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醐
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庚
TT
戒
永
靴
酬
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醐
Ⅶ
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十

1
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金
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和
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日
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正
於
神
泉
苑
修
論
雨

正
月
十
五
日
大
僧
正
寛
助
入
滅
'
六
十
九
歳
､

四
月
五
日
興
福
寺
永
縁
入
滅
､
七
十
八
歳
､

T
趨
宋
欽
宗
即
位
靖
康
元
年

(マ
マ)

高
野
山
僧
法
院
建
立
､十
月
白
河
｡
鳥
羽
院
雨
太
皇
高
野
山
御
幸
､

南
波
高
宗
即
位
建
炎
元
年
､
後
白
河
院
誕
生
､

三
月
建
国
勝
寺
､

十
月
慶
讃
大
蔵
経
干
石
清
水
､
太
上
皇
幸
之
'

九

丙
午
大
治
正
月
廿
二
日
改
元
'

山
口

隼
正



『
日
本
帝
皇
年
代
記
』
に
つ
い
て
-
入
来
院
家
所
蔵
未
刊
年
代
記
の
紹
介
-
(中
)

己
酉
四

庚
戊
五

四
月

一
日
三
宝
院
樺
僧
正
勝
覚
入
滅
､
七
十
三
歳
､

七
月
七
日
白
河
院
崩
､
七
十
七
歳
､

十
月
廿
五
日
法
金
剛
院
供
養
､
導
師
仁
和
寺
覚
行
法
親
王
'

覚
性
親
王
誕
生
､

【正
カ
〕

天
下
大
飢
繕
辛
亥
濡

貼

附
仙
削
悶
紙
鮎

頂

不
紹
興
元
年

王
子
長
承
八
月
十
一
日
改
元
､
二
月
一
日
大
原
良
忍
上
人
入
滅
､六
十
表

､

*
*

発
丑
二
四
月
八
日
法
念
上
人
誕
生
'
号
源
空
､

甲
寅
三

二
月
慶
讃
金
書
大
蔵
経
干
法
勝
寺
'

弘
法
大
師
入
定
己
後
三
百
年
也
､

乙
卯
保
延

四
月
廿
七
日
改
元
､

しL

丙
辰
二
三
月
廿
三
日
鳥
羽
勝
光
明
院
供
養
､
太
皇
幸
之
､

〔輿
〕

日
吉
神
輿

入
洛

丁
巳
三

戊
午
四

己
未
五

庚
申
六

正
月
定
海
任
僧
正
'
二
月
玄
覚
任
僧
正
､
平
重
盛
誕
生
'

十
月
十
九
日
鳥
羽
安
楽
毒
院
供
養
'
道
師
仁
和
寺
覚
行
'

【斗
〕

九
月
太
上
皇
中
萱
宿

1
七
日
､
勝
賢
僧

正
誕
生
､

十

一
月
定
海
任
大
僧
正
'
酉
酉
徒
大
号
定
海
為
初
､

五
月
十
八
日
近
衛
院
誕
生
'
七
月
大
洪
水
､

八
月
四
日
善
為
康
卒
､
九
十

一
歳
､

〔閃
〕

(三
善
)

〔埋

潤

五

月
廿
五

日

山
従

焼

三
井
寺
､
十
二
月
八
日
金
剛
峯
寺
衆

従
乱
入
密
厳
院
､
妨
覚
鎮
上
人
入
定
､
七
百
余
人
離
山
､

(徒
〕

(栄
西
)

鞘

網

鞘

辛
酉
永
治

枇
粥

銅

鞭

琵

肘
朋
摘

録

鯛
Ⅷ
家
､
次
信
讃

L75

.
〔51J〕(糾
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)
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(マ
マ)

1F'J<
.7
'り
四
月
八
日
信
謹
僧
正
入
滅
､
四
十
五
歳
､

㍗

..

.義

亥

二

王

.,.i
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1■
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(頗
傾
)

甲
子
天
養
仁
絹

代
絹

酢

粥
鴨

場

捕

縄

自
三

位

顕

輔

撰
之
'

壬
戊
康
治
四
月
廿
八
日
改
元
､

乙
丑
久
安
七
月
廿
二
日
改
元
'

六
月
仁
王
合
百
座
修
干
得
長
寿
院
､

丙
寅
二
二
月
平
賓
親
王
､

丁
卯
三

(鳥
羽
)

七
月
十
七
日
上
皇

幸
法
性
寺
'

皇
帝
･上
皇

延
勝
寺
幸
'

戊
辰
四

己
巳
五

入
滅
'
七
十
八
歳
､

正
月
四
日
介
王
院
聖
賢
入
滅
､
六
十
ld
歳
､
五
月
十
九
円
安
祥
寺
宗
意

六
月
廿
四
日
大
侍
法
院
衆
還
任
高
野
山
､
平
宗
盛
誕
生
､

六
月
十
七
日
鳥
羽
院
崇
徳
院
両
上
皇
叡
山
御
幸
､
源
頼
朝
誕
生
､

四
月
十
二
日
定
海
大
僧
正
入
滅
'
七
十
六
歳
'
祇
園
社
焼
亡
､

五
月
十
二
日
依
雷
火
高
野
山
大
塔
金
堂
焼
失
､
同
七
月
九
日
大

塔
作
事
始
､
平
清
盛
奉
行
之
､

庚
午
六

七
月
八
日
高
野
金
堂
供
養
､
導
師
寛
遍
､
号
尊
毒
院
'

-

仁
斗

∴

'.
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:
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壬
申
二



(貞
慶
)

解
脱
上
人
誕
生
､

右
少
弁
貞
妥
息

.(藤
原
)

五
十
八
歳

-

..二
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発
末
長
寛
三
月
廿
九
日
改
元
､
趨
宋
孝
宗
即
位
隆
興
元
年

六
月
九
日
叡
山
衆
焼
三
井
寺
､

甲

申

二

二
月
廿
二
日
勅
興
福
寺
衆
､
於
東
大
寺
舎
万
人
沙
門
謹
責

命
経
'
六
条
院
誕
生
､
八
月
廿
六
日
讃
岐
院
崩
､
四
十
六
歳
､

(川.(紘
)

乙
亥

二

七
月
廿
三
日
帝
即
位
'
近
衛
院
崩
､
十
七
歳
､

十
月
廿
六
日
帝
即
位
､

(注
17
)

乙
酉
永
常

六
月
五
日
改
元
'七
月
廿
七
日
二
条
院
崩
､廿
三
歳
､額
打
輪
'

八
月
九
日
清
水
寺
為
山
従
〔徒
〕焼
､

七
月
廿
六
日
帝
即
位
､六
月
晦
日
恕
辱
両
寛
遍
僧
正
入
滅
､六
十
七
歳
､(汁
18
)

(埼
子
)

二
捜
白
河
;･:.1･?
.:.I
;I.=2::.I.II.'';一

,I..
:h
･'･:.''
=.:,:.:II.:1'=.,mJ.I;.1
':.,;T
.:.:二

二

..,:I.:.2相

.:.:I..i,2.I;I:

喜
多
院
御
室

守
覚
法
親
王

光
明
詩

院
云
云

道
助
親
王

-

-T
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兄
弟
此
王
子

也
'

丁
丑

二

戊
寅
三
代
詔

詣

銅

堅

化
十
二
憶
院

,S
削
鯛
㌍

絹

鏑

関

頭

稲

酪

璃

即
位
､
治
七
十
㌧

/

己
卯
平
治
四
月
廿
日
改
元

*
*

庚
辰
永
暦
謂

附
那
約
㍍

弱

絹

的
昭
閑
網

都
入
滅
､
㍍

(蘇
)

辛
巳
鹿
保

*
*

九
月
四

日
改
元
､
高
倉
院
誕
生
､

∵
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丙
戊
仁
安
八
月
廿
七
日
改
元
､

丁
亥

二

天
台
沙
門
明
雲
任
僧
正
､

舵
馴
州
郎
帝
即
位
､
学

印
紙

措

銅

的
桐
,S
醐
貼

附

盲

修
正
霊

剛
峯

(e5I〕
(滋
丁
)

盲

倉
院

鯛
鴇

璽

鰻

硝

化
脈
拍
蛸

璃

璃

離

m
塙
即
位
へ

網

罷

,E
姓
己
丑
嘉
鹿

川
詔

;
詔

鮎

馴
舘

㌔

醐
…
㍍

Ⅷ
名
行
真
､

藤
氏
'
幼
上
叡

山
習
学
有
穿
､

吾
朝
歎
天
神

庚

寅

二

四
月
廿

一
日
後
白
河
院
受
戒
干
東
大
寺
､

宗
入
宋
地
侍
禅

〔∴
カ
】
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壬
午
二
成
賢
僧
正
誕
生
'

壬
辰
二
三
月
沙
門
公
顕
任
僧
正
､
十
月
十
五
日
平
清
盛
於
福
原

督
道
場
修
法
撃
'
後
白
河
法
皇
為
大
阿
閣
梨
'

山口等正



『
日
本
帝
皇
年
代
記
』
に
つ
い
て
-
入
来
院
家
所
蔵
未
刊
年
代
記
の
紹
介
-
(中
)

発
巳
三

平
清
盛
築
兵
庫
嶋
'
明
恵
上
人
誕
生
､

甲
午
四
連
宋
孝
宗
淳
駈
完

年

乙
末
安
元

*
*

七
月
廿
八
日
改
元

､

丙
申
二
誹

附
靴
,n
X
絹

朋
'鋸

l二
歳
､
七
月
廿
吉

萱

受
戒

'
1-
'リ
り
五
月
座
主
明
雲
僧
正
配
流
干
伊
豆
､

戊
戊
二
安
徳
天
皇
誕
生
､

後
鳥
羽
院
誕
生
､
八
月

一
日
平
重
盛
死
去
'
四
十
三
歳
､

己
亥
三

十
二
月
廿
八
日
東
大
寺
興
福
寺

1
時
焼
亡
､
三
月
十
八
日
流
人

俊
寛
僧
都
死
去
､

鵬
墾

庚
子
四
請

忙
詣

紺
醐
朋
順
へ
同
十

亘

冨

都
､

〔四カ
〕
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丁
酉
治
承
八
月
四
日
改
元
､
四
月
十
三
日
日
吉
神
輿
入
洛
､

辛
丑
養
和

壬
寅
春
永

*
*

七
月
十
四
日
改
元
'
正
月
廿
二
日
高
倉
院
崩
､
廿

一
歳
､

潤
二
月
四
日
平
清
盛
死
去
'
六
十
四
歳
'
法
名
浄
海
､

〔五
カ
】

四

月

廿
七
日
改
元
'

発
卯
二
七
月
廿
六
日
帝
即
位
'
七
月
廿
五
日
平
家

一
門
没
落
西
海
､

後凱隼二二 :; I:,).: i,:.,I. ... ''7(...:i: I.2'..rJ1. ..... .i:I;I,.I.;.i: I.Zft:･= i1 ., 'tl,,､

二光
壷
御
堂

道
助
親
王

此
王
子
也
'

甲
辰
元

暦
的
剛
い
締

約
矩

稲

川
㌔

木
曽

義
仲
打
死
､

八
月
十
四
日
改
元
'
三
月
廿
四
日
安
徳
天
皇
入
海
中
､

乙
巳
文
治

五
月
十
四
日
安
祥
寺
賓
厳
入
滅
､五
十
五
歳
､六
月
廿
三
日
平
宗
盛

*
*(貞

健
)

丙
午
二
解

脱

上
人
冊
三
歳
勤
維
摩
合
講
師
､

被
課
'
冊
九
歳
'

(藤
原
)

俊
成
卿

撰
千
載
集
'
丁
未
三

戊
申
四

(栄
西
)

(伐
故
)

千

光

国
師
四
十
七
歳
重
入
宋
謁
虚
奄
'

八
月
廿

二
日
後
白
河
法
皇
於
天
王
寺
五
智
光
院
受
濯
頂
於
公
顕
'

(藤
槻
)

奥
州
秀
衡
入
道
死
去
へ
(注
19
)浄
妙
寺
了
然
誕
生
'京
兆
人
也
､

〔課
〕

己
酉
五
源
義
経
奥
州
於
衣
川
被
許
'

〓
カ
〕

庚
成
建
久
四
月
十
四
日
改
元
'
越
末
光
宗
即
位
紹
配
完

年

*
*

辛
亥
二

王
子
三

千
光
国
師
坂
朝
､
弘
通
禅
宗
於
和
国
筑
前
､
建
聖
福
寺
'
千

光
号
栄
西
又
号
明
竃
､
備
中
吉
備
津
宮
人
也
､

〔後
〕

三
月
十
三
日
俊
白
河
法
皇
崩
､
六
十
六
歳
'
憲
深
僧
正
誕
生
､

解
脱
上
人
州
九
歳
遁
世
'
居
笠
置
寺
､

発
丑
四

五
月
廿
八
日
曽
我
兄
弟
作
乱
被
課
'

甲
寅
五



〔･t;カ
)

〔頚
〕

三
月
十
二
日
東
大
寺
再
興
､造
位

供

養
､
道

師

覚
憲
僧
正
､呪
願
酉
酉

開

閉
㌘

年
乙
=-
六

勝
憲
僧
正
､
同
日
天
皇
南
都
行
幸
'
源
頼
朝
厳
兵
衛
､

土
御
門
院
誕
生
'
嶋
津
判
官
忠
久
薩
｢
下
向
､

丙
寅
嘩

水
開

講

那
甜
㌍

後
高
倉
院
御
子
也
,

丁
卯
承
元
十
月
廿
五
日
改
元
､

丙
辰
七
六
月
廿
二
日
勝
賢
僧
正
入
滅
､
五
十
九
歳
､

道
助
親
王
誕
生
､
後
鳥
羽
院
第
二
王
子
也
､

丁
巳
八
順
徳
院
誕
生
'

戊
午
九

三
月
三
日
帝
即
位
､

(稚
子
)
〔門
脱
)
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己
未
正
治
四
月
廿
七
日
改
元
､
正
月
十
三
日
源
頼
朝
死
去
'
五
十
三
歳
､

F
う
■り
Iり
由
良
覚
心
誕
生
､
姓
常
澄
氏
､
信
州
神
林
懸
人
也
へ

戊
辰
二
通
宋
寧
宗
嘉
定
元
年

己
巳
三
賓
深
僧
正
誕
生
､

庚
午
四
十
二
月
廿
八
日
帝
即
位
､

(頚
子
)

二

遥

7:.二
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道
教
僧
都
誕
生

大
納
言
雅
親
息
庚
申
二

(皆
橋
)

(栄
西
)

永
平
道
元
和
尚
誕
生
､姓
源
氏
'京
兆
人
､始
謁
建

仁

明

篭
､受
禅

後
入
宋
朝
､
値
天
童
和
浄
禅
師
'
付
以
曹
洞
宗
旨
坂
朝
､

辛
未
建
暦

〔三
カ
〕

四
月
九
日
改
元
､

蹟
≠
畔
･...･不

着
元
年

〔泰
脱
〕

(マ
マ)

辛
酉
建
仁

虻
㌍

㌔

附
㌍

鯛
.KEE
g
頂
正
寺
誕
生
､
号
叡
尊
､

(ff硝
)

壬
中
二

〔倍
〕

〔関
〕

東
福
寺
普
門
誕
生
､
詔

霜

人
､
号
元

開

､

又
号
大
明
国
師
､

後
堀
河
院
誕
生
､
正
月
廿
五
日
源
空
上
人
入
滅
､
八
十
歳
､

(貞
慶
)(法
然
)

壬
成
二
十
月
十
五
日
聖
一
国
師
誕

生

､

姓
平
氏
､駿
川
人
'字
円
爾
､又
号
弁
円
､

八
月
廿
五
日
守
覚
二
品
親
王
'
五
十
歳
､

五
月
和
田
義
盛
-

建
保

㌍

朋
約
㍍

虻
聖

加
棚
雛

M
臥
門

脈
頂

合
戦

〔徒
〕

(九
条
道
家
)

甲
戊
二
四
月
十
六
日
山

従

衆

焼
三
井

寺

､

十

1
月
廿

1
日
道
法
二
品
親
王
入
滅
'
四
十
九
歳
'

発亥三ケン

甲手元久二月廿日甲rT改元､

**

網棚稲乙丑二㌍閑閑純絹虻朋純絹紺紺畑縄細網帆Ⅷ七

(淋)(藤.朋)

乙
亥
三
七
月
五
日
千
光
図
師
入
滅
､
七
十
五
歳
､

丙
子
四

丁
丑
五

山

∪
隼
正



『
口
本
帝
皇
年
代
記
』
に
つ
い
て
-
入
来
院
家
所
蔵
未
刊
年
代
記
の
紹
介
-
(申
)

戊
寅
六

廟
帝
誕
生
､

己
卯
承
久
四
月
十
二
日
改
元
､

*
*

庚
辰
二
後
嵯
峨
院
誕
生
､

己
丑
寛
喜
三
月
五
日
改
元
､

*
*

庚
寅
二

八
月
八
日
大
風
､
天
下
飢
謹
､

辛
卯
三
九
月
十
九
日
成
賢
僧
正
入
滅
､
七
十
歳
'

十
月
十

一
日
土
御
門
院
於
阿
波
国
崩
､
州
七
歳
､

〔九
カ
〕

(藤
原
)

(藤
原
)

四

辛
巳
三
四
月
廿
日
廟
帝
受
禅
､

天
下
兵
乱
､後
鳥
羽

･
元
即
位
儀
､
七
月
九
日
廟
之
'

土
御
門

･
順
徳
院
三
人
被
流
千
三
庭
､

･'.]'.I-(
'':
t1
.iS
if
･怖

.'''.I.:'
'..:i.='''i'=,.;,I..
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I:I.'
工

∴
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此
御
親
父
後
摘

倉
､
端
余
院

第
三
土
r
也
'

触
即
付
'
雑
然

御
仁
後
鮎
河

院
即
付
之
放
'

披
送
大
上
天

皇
道
号
也
､

閑
H
御
某

道
深
親
王
後

摘

dI院
節
二

王
｢
､

壬
食

器

朋
担

締

約
㌍

廿
三
歳

(注
S
,

発
未
二

甲
申
元
仁

十

方

廿
日
改
元
､

乙
酉
嘉
禄

四
月
廿
日
改
元
､
趨
宋
理
宗
即
位
宝
慶
元
年

(撫
;I.))

(撫
準
師
範
)

再
4
1
J.
I..:
.:.'･..I.II-I.,''
:.I,:
,.:.:..:..,...1';::.'1:'7'
.;
.I(.:.
:i.I-.I
.I)I:.I;i,.=,......I...)･='

↑
亥
甘

.2.,:.,::M
:
.I..
.1
..(
.,..∴
2'J.I.:''':)::I:..
I.Tl;,I

戊
子
二
趨
宋
理
宗
紹
定
元
年

5
.
四
候
院

醐
開

場
㌍

n
銅

摘

絹

璃

璽

歳
即
位

､

学

年
'

発
巳
天
福

四
月
十
吾

改
元
'東
福
寺
順
空
誕
生
､姓
源
氏
､号
蔵
山
､

〓
ヵ
)

;,.I,'..

J
=-
il

l
-

=.i.I.,:
I
;
.:.:;I;7'.'',.,.:I;.'';'･''i=:.
;I.｡.[1.
..::I.I:..,:,'･Z=...=:
.,I.::.';'iI;..I:.I

〔九
カ
〕

(円爾
弁

円
)

乙
未
熟
郵

九
月
十

吾

改
元
､
聖

一
図

師
入
末
､
冊
四
歳
､

(マ
マ)

丙
申
二
五
月
廿
六
日
道
教
僧
都
入
､
三
十
七
歳
'

丁
酉
三
越
宋
理
宗
嘉
配
完

年

戊
戊
暦
仁

十

一
月
九
日
改
元
､

己
亥
延
鷹
二
朋
枇
調

節

羽
院
於
隠
岐
園
崩
,
六
十
歳
､

庚
子
仁
治
貼

鴇

蛸
的
砧

紺
凱
(T
溌

銅
銅
鮎

粥

騒
動
也
､
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辛
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壬
寅
三
正
月
九
日
四
条
院
崩
､
十
二
歳
､

九
月
十
二
日
順
徳
院
於
佐
渡
園
崩
､
四
十
六
歳
､

壬
子
四

発
丑
五

五
月
廿
二
日
高
野
山
正
智
院
道
範
入
滅
､
六
十
九
歳
､

天
下
大
飢
誰
､
米

一
舛
百
文
､

八
月
廿
八
日
永
平
道
元
和
尚
入
滅
､
五
十
四
歳
､

趨
宋
理
宗
賓
祐
元
年

土
御
門
院
子
'母
宰
相
中
将
贈
左
大
臣
女
､廿
三
歳
即
位
'治
四
年
､

仙
十
後
嵯
峨
院

削
那
LiJ
T
l&
,那

須
封

=
.;
鋸

‥
五
十
三
歳
､

中
御
4.4

惟
助
槻
土

此
御
十
也
､
実
印
寛
元

甲
辰
二

二
月
廿
六
日
改
元
､

後
深
草
天
皇
誕
生
､

(約
翁
)

(愉
状
追
随
)

乙
巳
三

丙
午
四

南
禅
寺

徳

倹

誕
生
､
相
州
人
､
大

覚

禅

師
養
育
為

弟
子
､(

棚
状
)

(北
条
時
頼
)

宋
国
道
隆
来
朝
'
入
部
寓
泉
涌
寺
之
来
迎
院
､
西

明

寺

殿

崇
敬
､
居
常
柴
寺
'後
誌
賜
大
覚
禅
師
､本
朝
禅
師
号
始
干
道
隆
､

(西
閲
寺
)

仙十
後
深
草
院
網
絹

憎
翫

詔

招
蟻

銅
稲

川
琵

鯛

位
'治
十
三
年
､

(十
しハカ
〕

･.満
雄
釧
手

性
に
言
州粗

王
此
御
√
也
'
丁
未
寛
治
二
月
廿
八
日
改
元
､

九
月
廿
六
日
長
柴
寺
柴
朝
入
滅
､
建
仁
開
山
弟
子
也
'

甲
寅
六

由
良
覚
心
板
朝
､
四
十
八
歳
､
隠
高
野
之
故
居
､
宋
六
年

乙
卯
七

丙
辰
康
元
十
月
五
日
改
元
､

丁
巳
正
嘉
三
月
十
四
日
改
元
､

戊
午
軒

詣

調

,h
然
入
滅
'
七
十

1
歳
､
号
月
峯
'
大
覚
禅
師

己
未
正
元
三
月
廿
六
日
改
元
､
趨
宋
理
宗
開
慶
元
年

f
亀
山
院

納
謂

悶
拒

最

T
3S
I,
.J
鏑

､
治
十
五
年
'
謹
恒
｡
'

豆

戊
申

(二‥浦
)
【り
〕

亀
山
院
誕
生
､
内
裏
炎
上
､
六
月
五
日
泰
時
合
戦
､

二
月
十
八
日
改
元
､正
月
十
五
日
道
助
親
王
入
滅
'五
十
四
歳
､
(注
21
)

｢
J

遍
智
院
宮

聖
雲
親
王

此
御
子
也
､
#
･,1
-

.:I.:(:帆.iI,I:,

.;.'''-I,'･.I..,

...='
;lI.I,:..:.=.I-,;I-:::I:1')
.I.
"

(花
庵
)

(北
条
時
頼
)

己
酉
建
長
純

絹

酢

蛸
難

鴨

鍋
舶

躍
如

蟻

㌘

十
三
歳
､

(無
本
)

庚
成
二
建
立
建
長
寺
'

辛
亥
三
十
二
月
十
五
日
績
後
撰
廿
巻
歌
数
千
三
百
七
十
四
首
大
納
言

為
家
卿
奏
之
､

(藤
棚
)

辛
酉
弘
長

壬
戊
二

㌔

:
.･･,.i.1至

'.I
.''
,;
''='.i:.:
I-''.='''.I::::I.::
...I:
1......:.
...=I-I:.,I.::''J
....I.I..･:I'
''二

､

(北
条
)

山

∪
隼

正



『
口
本
帝
皇
年
代
記
』
に
つ
い
て
-
入
来
院
家
所
蔵
未
刊
年
代
記
の
紹
介
-
(中
)

甲
子
文
永
甑

駅

,m
B
'九
､
根
来
寺
良
殿
僧
都
誕
生
､

伏
錯

乙
丑

二

謂

詔

川
棚
細
網
航
調
貼

咽
普
寧
渠

国
'

丙
子
二
端
宗
即
位
景
炎
元
年

丁
丑
三

六

九
月
六
日
酉
酉
賓
深
僧
正
入
滅
､六
十
九
歳
､太
元
世
祖
元
年
､
(注
23
)

興
福
寺
金
堂
以
下
四
面
併
間
等
為
龍

火
焼
､

丙
寅
三

丁
卯
四

績
古
今
廿
巻
撰
之
'
為
家

･
行
家

･
光
俊
奏
之
'
(注

22
)

[

(-

)

(頗
糠
)

報
恩
院
憲
淳

僧
正
勤
修
寺

勝
信
僧
正
同
三

川
僧
正
発
信

勝
万
院
相
意

長
老
等
為
御

師
範
御
濯

頂
度
々
也

云
云
'

戊

寅

弘
安

(師
錬
)

二
月
廿
九
日
改
元
､
四
月
十
六
日

虎

関

誕
生
､績
拾
遺
集
撰
之
､

七
月
廿
四
日
大
覚
禅
師
入
滅
､
宋
園
之
道
隆
是
也
､

(無

学
祖
元
)

(蘭
渓
退
隠
)

戊
辰
五

(大
休
)

己
巳
六

開
閉
頂

来
朝
'初
住
柏
陽
建
長
寺
､
次
移
禅
興

.
毒
福

.

庚
午
七

十

一
月
廿
六
日
開
田
准
后
法
助
入
滅
､
五
十
八
歳
､

己

卯

二

庚
辰
三

幸
巳
四

壬
午
五

燐

光

禅

師
自
宋
図

着

太

宰
府
'
是
偏
依
八
幡
勤
也
､

長
谷

寺
炎
上
'
観
音
頂
上
悌
井
右
遠
二
面
計
取
出
也
､

(額幅
寺

)

(円
酎
)

十
月
十
六
日

慧

日

山

弁

円

入
滅
､
七
十
九
歳
､
誌
聖

一
国
師
､

蒙
古
釆
干
封
馬
､
差
博
多
､
逢
大
風
'
船
数
万
膿
破
損
､

八
月
八
日
三
聖
寺
湛
然
入
滅
､
註
賓
覚
禅
師
'

(北
条
)

(無
学
祖
元
)

(時
頼
)

平

時

宗
建
円
覚
寺
､請
燐

光

為

開
山
､時
宗
者

西

明

寺
殿
子
也
'

十
二
月
十
九
日
性
助
親
王
入
滅
､州
六
歳
､
蓮
花
院
頼
豪
誕
生
'

辛
未
八

壬
申
九

十

一
月
於
根
来
寺
円
明
寺
請
仁
和
寺
二
位
法
印
綬
稔

披
行
博
法
濯
頂
'
授
者
中
納
言
僧
都
､

二
月
十
七
日
後
嵯
峨
院
崩
､
五
十
三
歳
､
蒙
古
伐
国
､

中
性
院
頼
淳
法
印
誕
生
'

発
酉
十

甲
戊
十

一
十
月
三
日
蒙
古
襲
来
､
封
馬
合
戦
､

,'
･櫓
｡t
P
～
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号
大
覚
寺
法
皇

〔誇
〕

延
慶
元

年
於

3
(古
癖
LE
望

仁
和
専
売
光
院

神
助
為
大
阿
闇

梨
授
法
色
衆

八
十
二
∩
共
外

西
西
寺

乙
亥
建
治

醐
朋
的
鮎
伽
的
㌍

細

網

蛸
州
鏑
相

即
m
貼
附

師
誕
生
,

(疎
石
)

発
未
六

甲
申
七

乙
酉
八

後
二
条
院
誕
生
､(無

学
)

丙
戊
九
紺

縞

醐
関
的
鞭

朋
㌫

註

鵬
餌

場

師
是
也
､

丁
亥
十

十
月
廿
二
日
伏
見
院
受
禅
､

(惜
子
)

i
.
伏
見
院

摘

謂

誓

最

摘
覗

'B組

位
､
学

年
､
文
保
元
年

…



常
稔
伽
院
御

室
寛
性
親
王

青
蓮
院
入
道

二
品
親
王

戊
子
正
鹿
四
月
廿
八
日
改
元
､
後
伏
見
院
誕
生
'

(大休
)

己
丑
二
糾
甑

鯛
郎
闘
鯛
頂
r.j入
滅
､
譲

源
禅
師
､
住
建
長
寺
､

(叡
啓
)

二
品
望

此
享

也
庚
寅
一二
八
月
廿
吾

西
大
寺
興

正

菩
薩
入
滅
'
九
十
歳
､

東
南
院
聖
珍

(無
関
普
門
)

辛
卯
四
十
二
月
十
二
日

大

明

国

師
入
滅
､
八
十
歳
､
註
併
心
禅
師
､

壬
辰
五

黄
巳
永
仁

十
月
廿
七
日
改
元
'

甲
午
二

乙
未
三
越
宋
成
宗
即
位
元
貞
元
年

丙
申
四

庚

子
二

幸
丑
三

(肘
川
)

〔女
脱
カ
】
〔畔
〕

軌
十
後

二
億
院

招

銅

隼

鮎

棚
瑠
精

紡

相
識

附
㌔

苑
門
院
'

〓
カ
)

壬
寅
那

花
十

方

廿
三
日
改
元
､

発
卯
嘉
元

齢

鮎
剛
的
㌘

二
百
,
前
大
納
言
撰
肇

卿

(:.TYJ

甲
辰
二

乙
巳
三

正
月

1
日
中
性
院
頼
漁
法
印
入
滅
'
七
十
九
歳
､

七
月
十
六
日
後
深
草
院
崩
'
六
十
二
歳
､

【肋
】

(従
則
)

九
月
十
五
日
亀
山
院
萌
'
五
十
七
歳
'
尊
氏
誕
生
'

丁
西
五

戊
戊
六

(白
雷
)

十
二
月
廿
五
日
東
福
寺

慧

暁

入
滅
､
益
体
照
禅
師
'

趨
宋
成
宗
大
徳
元
年
､
花
薗
院
誕
生
､

(無
本
)

十
月
十
三
日
由
良
開
山
覚

心

入
滅
､
九
十
二
歳
､
論
法
燈
国
師
､

十
月
十
三
日
帝
即
位
'

丙
午
徳
治
H
lll網

棚
絹

㌍

曇
入
滅
､
註
大
通
禅
師
､

丁
未
二

号
萩
原

法皇

(洞
院
)

(季
ナ
)

宣

?
.:.･･.1g
...I:..:.'''.;･'.=L,1:I.:.:三

'-.
I=.;:,i:.).I:I.:'..i.I.:=.｡
.:I.:.:.r'T
.:
.i.
.1i'
.1't'.iL
:''.=:I.:;･i.::'=...､

讐

絹

歳戊
申
延
慶
錯

仙
絹

酢

無

印
縄

肌
用
H
絹

詔

円
鑑
禅
師
,

(成
･;
)

(価
)

･
-
後
-

提

=i.)
｡E.1'Lmi'=1.I.,.:..:.(===:=:i;:,:.I:,I.1''..I.;.=･.I:.='.'21.蛸
.i;..;I....:,,.,J
i
i;...tlE.:I.岬
'''I':='川.=''.=･1''.:
I,:...I,tH
･

≡

己
酉

正
月
八
日
禅
興
寺
道
海

入

滅

'
号
桑
田
､
幡

州

之
人
也
'

中
性
院
聖
書
僧
都
誕
生
､

毛

37
由n

(西
悶
)

己
亥
正
安
四
月

廿

五
日
改
元
､
宋
国

子

曇

来
朝
､
居
円
覚
寺
'

中
性
院
増
書
法
印
誕
生
､

一
山
国
師
来
朝
'

〓
寧
)

庚
戊
三
大
風
､
大
飢
謹
､

山
口

隼

正



『
日
本
帝
皇
年
代
記
』
に
つ
い
て
1
人
来
院
家
所
蔵
未
刊
年
代
記
の
紹
介
-
(中
)

〔八
カ
〕

辛
亥
鷹
長
調

川
北
悶

㌍

禦

入
滅
､
遺
骨
悉
成
舎
利
､

王
子
正
和

〔宗
脱
)

三
月
廿
日
改
元
'
趨
宋
仁
即
位
皇
慶
元
年
､

玉
葉
集
廿
巻
撰
之
､
為
兼
卿
奏
之
'

(現俺
)

(京
哲

(撫
学
担
冗
)

発
丑
二
四
月
二
日
南
禅
寺

祖

円

入

滅

'

信
州
之
人
､
悌

光

之

弟
子
也
､

(栄
西
)

甲
寅
三
越
宋
仁
宗
延
祐
元
年
､
千

光

国
師
年
忌
､

乙
卯
四

(高
峰
朗
日
)

丙
辰
五
併

園

禅

師
入
滅
､
中
性
院
良
審
誕
生
'

丁
巳
文
保
仁
朋
忙
縄

F
'j
鮒

縞

Ⅷ
絹

㍍

Ⅷ
十
三
歳
'

(一寧
)

(二
条
)

戊
午
二
続
千
載
歌
数
千
三
百

四

十
四
首
､
前
大
納
言

為

世

卿
撰
之
､

二
月
七
日
東
福
寺
炎
上
'

症(-
)
『
皇
年
代
略
記
』
(群
書
類
従
巻
三
二
､
刊
本
三
輪
)
､
『
本
朝
皇
胤
紹
運

録
』
(群
書
類
従
巻
六

〇
､
刊
本
五
輯
)
､
『
皇
代
略
記
』
(続
群
書
類
従
巻
八

二
､
刊
本
四
輯
上
)
､
『
十
三
代
要
略
』
(続
群
書
類
従
巻
八
五
四
､
刊
本
二

九
輯
上
)
､
『東
寺
王
代
記
』
(続
群
書
類
従
巻
八
五
六
､
刊
本
二
九
輯
下
)
､

『武
家
年
代
記
』
(増
補
続
史
料
大
成
五

一
)
な
ど
参
照
｡

(-
)
例
え
ば
､
そ
の
始
め
は

｢偽
梁
大
祖
温
｣
(丁
卯
､
九

〇
七
年
)
と
あ
り
､

終
り
は

｢
偽
周
恭
帝
崇
訓
｣
(己
未
､
九
五
九
年
)
と
あ
る

(後
掲

[図
3
]

参
照
)0

冗

(3
)
な
お
本
書

『
日
本
帝
皇
年
代
記
』
に
お
い
て
､
北
宋

～
南
末
の
変
わ
り

目
に
は

〟趨
宋

〃
～
〟南
渡

″
の
表
記
が
あ
る
と
気
付
-
｡
即
ち
大
治
元
年

(丙
午
､

一
二

一六
)
欄
に

｢趨
宋
欽
宗
即
位
靖
康
元
年
｣
と
あ
る
が

(欽

宗
は
北
宋
最
後
の
皇
帝
)
'
翌
二
年

(丁
未
､

一
二

一七
)
欄
に
は

｢南
波

高
宗
即
位
建
炎
元
年
｣
と
見
え
る

(高
宗
は
南
宋
初
代
)
I.
し
か
し
､
早
-

も
天
承
元
年

(辛
亥
､

1
二
二
7
年
)
欄
に
は

｢趨
宋
高
宗
紹
興
元
年
｣
と

見
え
､

〝
趨
宋
″

に
戻

っ
て
い
る
｡

(4
)
『和
漢
年
代
記

』
に
お
い
て
は
､
早
く
北
末
期
に
〟

宋
″

と
表
記
さ
れ
た

箇
所
も
見
え
､
北
宋

～
南
末
の
変
わ
り
目
に
は

〟
宋

″
～

〟

南
宋

″
の
表
記

が
あ
る
が
､
そ
の
後
は

〟
宋
″

と
表
記
さ
れ
て
い
る
｡
即
ち
そ
の
丙
子
-
九

七
六
年
の
欄
に

｢宋
太
宗
晃

太
平
興
国
元
｣
と
見
え

(太
宗
=
北
宋
二
代
)'

丙
午
-

一
一
二
六
年
の
欄
に

｢宋
欽
宗
桓

靖
康
元
｣
と
あ
り
､
翌
年

(丁

未
､

一
二

一七
)
の
欄
に

｢南
宋
高
宗
構

建
炎
元
｣
と
あ
る
が

(中
巻
)
､

や
が
て
契
未
-

一
一
六
三
年
の
欄
に
は

｢
宋
孝
宗
香
､
隆
興
元
｣
(孝
宗
=

南
宋
二
代
)
と
あ
る

(下
巻
)0

(5
)
本
書
に
見
え
る
天
台
僧
で
､
生
没
記
事
の
あ
る
最
後
の
も
の
は
明
尊

(園
城
寺
長
更
､
天
台
座
主
｡
天
禄
二
=
九
七

1
生
､
康
平
六
=

1
〇
六
三

役
)
だ
と
い
え
る

(生

･
没
記
事
兼
備
で
'
天
台
僧
と
し
て
没
年
が
最
後
)0

(6
)
因
み
に
本
書

『
日
本
帝
皇
年
代
記
』
に
お
い
て
'
釈
迦
の
生
没
に
つ
い

て
最
初
に
触
れ
た
の
は
､
地
神
の

｢第
五
彦
波
激
武
戯
鶴
草
茸
不
合
尊
｣
項

に

｢甲
寅
周
昭
王
二
十
六
年
､
此
年
釈
迦
如
来
誕
生
､
周
穆
王
五
十
三
年
壬

申
釈
迦
入
滅
也
｣
と
見
え
る
箇
所
で
あ
る

(前
回
=
上
9
ペ
ー
ジ
)0

『
帝
王
編
年
記
』
巻
二
に
お
い
て
も
'
周
昭
王
の
項
に

｢
周
紀
日
'
二
十

六
年
甲
寅
四
月
八
日
仏
生
｣
､
次
の
穆
王
の
項
で
〟

仏
浬
磐
″

に
つ
い
て

｢
当
穆
王
五
十
四
年
'
或
五
十
二
年
'
或
五
十
三
年
'
壬
申
歳
二
月
十
五
日

也
｣
と
あ
っ
て
'
本
書
の
記
事
-
生
没
年
と
同
様
だ
と
い
え
る
｡



ま
た
本
書
『
日
本
帝
皇
年
代
記
』
に
は
､
そ
の
後
も
〟

仏

(滅
)
後

～
年
″

の
記
事
が
散
見
さ
れ
る
｡
こ
の

｢
釈
迦
如
来
滅
後
二
千
年
｣
(永
承
六
､

一

〇
五

こ

に
至
る
ま
で
に
つ
い
て
見
る
に
'
先
ず
神
武

(
一
)
～
継
体

(二

十
七
)
は
､
各
天
皇
の
即
位
年
が
〝

仏

(滅
)
後

～
年
″

に
当
た
る
か
を
記

し
､
そ
の
後
は
､
〟

釈
迦
入
滅

一
千
四
百
七
十
二
年
″

(

突
卯
､
五
二
三
年
)
､

〟

仏
後

1
千
五
百
年
″

(

幸
夫
､
五
五

1
年
)
'
〟

仏
後

1
千
九
百
八
十
六

年
″

(

長
暦
元
､
丁
丑
､

一
〇
三
七
)
な
ど
と
､
い
わ
ば
端
数
の
年
忌
が
十

箇
所

あ
ま
り
見
え
る
｡

(7
)
な
お

『
和
漢
年
代
記
』
は
､
釈
迦
の
誕
生
と
入
滅
の
記
事
は
本
書

『
日

本
帝
皇
年
代
記
』
(な
い
し

『
帝
王
編
年
記
』
)
と
同
様
だ
が
'
〝

仏
入
滅
百

年
″

(

周
腐
王

前
八
七
八
I
八
二
八
､
亥
の
年
)
､
〟

仏
滅
二
百
年
″

(周
平
王

前
七
七
〇
I
七
二
〇
､
卯
の
年
)
な
ど
と
､
年
忌
の
表
記
は
全

て
百
年
単
位
で
あ
る
｡
そ
し
て
〟

仏
滅
千
五
百
年
″

(

辛
未
､
五
五

一
年
)
､

〟

仏
滅
二
千
年
″

(

辛
卯
､

一
〇
五

一
年
)
に
至
る
が
'
い
ず
れ
も
本
書

『
日
本
帝
皇
年
代
記
』
の
場
合
と
同
年
で
あ
る
｡

(8
)
『
国
史
大
辞
典
』
(吉
川
弘
文
館
)
9
の

｢勅
撰
和
歌
集
｣
項
'
『和
歌
大

辞
典
』
(明
治
書
院
)
参
照
｡

(9
)
今
回

(中
)
収
録
分
は

『
続
千
載
和
歌
集
』
関
係
の
記
事
-
文
保
二
年
､

1
三

1
八
I
ま
で
｡
『
続
後
拾
遺
和
歌
集
』
関
係
の
記
事
-
正
中
二
年
､

1

三
二
五
-
か
ら
は
次
回
収
録
と
な
る
｡

(
10
)
こ
の
行

(｢
弘
法
之
姓

～
七
十
六
歳
｣
)
は
､
前
年

(乙
未
'
弘
仁
六
へ

八

1
五
)
の
こ
と
で
'
右
に
寄
せ
た
方
が
よ
い
.

(
11
)
こ
の

｢唐
偉
宗
文
徳
元
年
也
｣
と
は
､
実
は
翌
年

(戊
申
､
仁
和
四
㌧

八
八
八
)
に
当
た
る
｡

(
12
)
こ
の

｢
円
融
院
誕
生
｣
は
､
翌
年

(己
未
､
天
徳
三
､
九
五
九
)
の
こ

と
､
左
に
寄
せ
た
方
が
よ
い
だ
ろ
う
｡

(
13
)
こ
の
二
行

-
｢釈
迦
如
来
～
末
法
之
始
也
｣
｢
三
月
～
平
等
院
｣
-
は
､

1
般
に
は
翌
年

(壬
辰
'
永
承
七
㌧

一
〇
五
二
)
の
こ
と
だ
と
見
ら
れ
て
い

る

(扶
桑
略
記
)｡
翌
年
に
移
し
た
方
が
よ
い
か
も
し
れ
な
い
｡

(14
)
こ
の

｢九
月
廿
日
～
掘
出
記
文
｣
は
､

一
般
に
は
前
年

(突
巳
､
天
喜

元
､

一
〇
五
三
)
の
こ
と
だ
と
い
わ
れ
る

(僧
綱
補
任
)0

(
15
)
こ
の

｢十
月
～
祇
薗
社
炎
上
｣
は
'

1
般
に
は
前
年

(庚
成
'
延
久
二
､

一
〇
七
〇
)
の
こ
と
だ
と
い
わ
れ
る

(扶
桑
略
記
)
｡
右
に
寄
せ
た
方
が
よ

か
ろ
う
｡

(
16
)
こ
の
行
-

｢
五
月

～
叡
山
受
戒
｣
-
は
'

1
般
に
は
前
年

(王
威
'
康

治
元
､

二

四
二
)
の
こ
と
だ
と
い
わ
れ
る

(本
朝
世
紀
)｡
右
に
寄
せ
た

方
が
よ
か
ろ
う
｡

(
17
)
こ
こ

(乙
亥
､
久
寿
二
､

1
一
五
五
)
に

｢
七
月
廿
三
日
帝
即
位
｣
と

あ
る
が
､
厳
密
に
い
え
ば
'
こ
の
日
に
近
衛
が
崩
御
し

(直
ぐ
下
に

｢近
衛

院
崩
｣
と
あ
り
)
､
翌
日

(七
月
二
十
四
日
)
に
後
白
河
が
践
挿
し
､
後
白

河
は
や
が
て
十
月
二
十
六
日
に
即
位
し
て
い
る

(次
行
に

｢十
月
廿
六
日
帝

即
位
｣
と
あ
り
).
『歴
代
天
皇

｡
年
号
事
典
』
三
七
二
ペ
ー
ジ
参
照
｡

(
18
)
こ
の

｢六
月
晦
日
～
六
十
七
歳
｣
は
､
実
は
翌
年

(丙
成
'
仁
安
元
､

一
二
ハ
六
)
の
こ
と
で
あ
る
｡
左
に
移
し
た
方
が
よ
か
ろ
う
｡

(19
)
こ
の

｢奥
州

～
死
去
｣
は
'

1
般
に
は
前
年

(丁
未
､
文
治
三
㌧

1
1

八
七
)
の
こ
と
だ
と
い
わ
れ
る
｡
右
に
寄
せ
た
方
が
よ
か
ろ
う
｡

(20
)
こ
の

｢永
平
道
元
和
尚
入
宋
｣
云
々
は
､

一
般
に
は
翌
年

(突
未
､
貞

応
二
､

二

1二
三
)
の
こ
と
だ
と
い
わ
れ
る

(正
法
眼
蔵
)｡
こ
の
行
､
左

に
寄
せ
た
方
が
よ
か
ろ
う
｡

(21
)
こ
こ
に
数
項
目
あ
る
が
､
実
は
何
れ
も
当
年

(戊
申
)
で
は
な
く
､
う

ち

｢六
月
五
日
泰
時

[村
]
合
戦
｣
は
前
年

(丁
未
､
宝
治
元
､

一
二
四
七
)

の
こ
と
で

(宝
治
合
戦
)､
他
の
項
目
は
翌
年

(己
酉
'
建
長
元
､

二

一四

元

山
口

隼
正



『
日
本
帝
皇
年
代
記
』
に
つ
い
て
-
入
来
院
家
所
蔵
未
刊
年
代
記
の
紹
介
-
(中
)

九
)
の
こ
と
だ
と
い
え
る
｡

(
22
)
こ
の

｢
続
古
今
廿
巻
｣
云
々
は
､
こ
こ
で
朱
線
に
よ
り
翌
年

(丁
卯
､

文
永
四
)
に
移
し
て
い
る
が
'
寧
ろ
前
年

(乙
丑
､
文
永
二
､

一
二
六
五
)

に
移
し
た
方
が
よ
か
ろ
う
｡
例
え
ば

『
国
史
大
辞
典
』
(吉
川
弘
文
館
)
第

七
巻
I

｢続
古
今
和
歌
集
｣
項

(久
保
田
淳
氏
執
筆
)
に
お
い
て
､
続
古
今

和
歌
集

(二
十
巻
'
十

1
番
目
の
勅
撰
和
歌
集
)
は
､
文
永
二
年

(
1
二
六

五
)
十
二
月
二
十
六
日
奏
覧
さ
れ
､
三
年
三
月
十
二
日
菟
宴
が
行
わ
れ
た
と

あ
る
｡
な
お
､
こ
の
点
､
『
永
光
寺
年
代
記
』
で
は
文
永
二
年

(乙
丑
)
条

に

｢撰
続
古
今
集
｣
と
み
え
る

(『
加
能
史
料
研
究
』
2
号
-

一
九
八
六
年

三
月
-
所
収
､
石
川
県
立
図
書
館
加
能
史
料
編
纂
室

｢永
光
寺
所
蔵
永
光
寺

年
代
記
に
つ
い
て
｣
)
0

(
23
)
こ
.U

(丁
丑
､
建
治
三
､

1
二
七
七
)
に

｢
太
元
世
祖
元
年
｣
と
あ
る

が
､
こ
れ
は
､
十
五
年
余
り
遡

っ
た

｢庚
申
文
応
｣
欄

(文
応
元
､

二

一六

〇
)
に
移
し
た
方
が
よ
か
ろ
う
｡
な
お
同
欄
に
は
､
既
に

｢趨
宋
理
宗
景
定

元
年
｣
=
南
宋
年
号
が
記
入
さ
れ
て
い
る
｡
ま
た
こ
の

｢太
元
世
祖
元
年
｣

は
､
本
書
に
お
い
て
王
朝
名

｢
(太
)
元
｣
を
用
い
た
唯

一
の
箇
所
で
あ
る
｡

(補
注
-
)
因
み
に
天
延

(元
年
､
九
七
三
年
)
の
改
元
日
付
は
'

一
般

(過

説
)
に
は
十
二
月
二
十
日
と
さ
れ
る
が
､
本
書

『
日
本
帝
皇
年
代
記
』
で
は

｢
十
二
月
廿
二
日
庚
子
改
元
｣
と
あ
る
｡
こ
れ
に
つ
い
て

『
日
本
紀
略
』
に

は

｢
(十
二
月
)
廿
日
庚
子
､
(中
略
)
今
日
､
改
元
天
延
｣
な
ど
と
見
え
る

(『
大
日
本
史
料
』

一
編
十
四
)
｡
こ
こ
に
本
書
の
記
事
は
'
日
付
の
み
正
す

べ
き
で

(廿
二
日
1
廿
日
)
､
日
付
の
干
支

(庚
子
)
は
そ
の
ま
ま
で
よ
い
｡

こ
の
点
､
承
保

(元
年
､

一
〇
七
四
年
｡
国
史
大
系
12

『扶
桑
略
記
』
第
三

十
参
照
)
や
元
永

(元
年
'

一
一
一
八
年
｡
『
中
右
記
』
-

『
大
日
本
史
料
』

三
編
十
九
参
照
)
の
改
元
の
場
合
も
同
様
で
､
要
す
る
に
日
付
の
み
誤
写
し

看

た
と
い
え
る
｡

(補
注
2
)
こ
の
う
ち
例
え
ば
昌
泰

(元
年
'
八
九
八
年
)
の
改
元
日
付
は
､

一
般

(通
説
)
に
は
四
月
二
十
六
日
と
さ
れ
る
が
､
本
書

『
日
本
帝
皇
年
代

記
』
で
は

｢八
月
十
六
日
乙
卯
改
元
｣
と
あ
る
｡
ま
た
天
元

(元
年
､
九
七

八
年
)
の
改
元
日
付
は
'

一
般
に
は
十

一
月
二
十
九
日
だ
が
､
本
書
で
は

｢
四
月
十
五
日
改
元
｣
と
あ
る
｡
『
歴
代
天
皇

･
年
号
事
典
』
を
播
-
に
､

｢日
日
泰
｣
に
つ
い
て
は
､
通
説
の
他
'
｢
四
月
十
六
日
､
八
月
十
六
日
の
異
説

が
あ
る
｣
と
み
え

(
一
四
三
ペ
ー
ジ
)､
｢天
元
｣
に
つ
い
て
は
､
通
説
の
他
､

｢
一
説
に
四
月
十
三
日

･
十
五
日

･
十
九
日
､
五
月
七
日
と
あ
る
｣
と
み
え

る

(
一
五

一
ペ
ー
ジ
｡
｢
昌
泰
｣
項

･

｢
天
元
｣
項
と
も
に
山
田
英
雄
氏
執

筆
)
｡
こ
れ
ら
両
年
号
の
改
元
日
付
の
場
合
､
本
書
の
説
も
､
既
に
こ
の
事

典
に
異
説
と
し
て
含
ま
れ
て
い
る
と
い
え
る
｡

(補
注
3
)
な
お
高
野
山

(金
剛
峯
寺
'
古
義
真
言
宗
)
か
ら
分
離
し
て
新
義

真
言
宗

(覚
鎮

･
大
伝
法
院

～
根
来
寺
)
が
形
成
さ
れ
て
行
-
過
程
や
新
義

真
言
系
の
座
主

･
学
頑
な
ど

(高
野
山
大
伝
法
院
座
主

･
密
厳
院
院
主

･
大

伝
法
院
学
頑
と
根
来
寺
学
頑
)
に
つ
い
て
は
'
根
来
山
誌
編
纂
委
員
会
編

･

和
高
伸
二
監
修

『根
来
山
誌
』
(和
歌
山
県
那
賀
郡
岩
出
町
､

一
九
八
六
年
｡

特
に

一
三

一
～
一
四
三
ペ
ー
ジ
参
照
)
と
坂
本
正
仁

｢
醍
醐
寺
所
蔵
大
伝
法

院
関
係
諸
職
の
補
任
次
第
に
つ
い
て
｣
(
『
豊
山
教
学
大
会
紀
要
』
16
号
､

豊
山
教
学
振
興
会
､

一
九
八
八
年
)
の
記
事
が
的
確
で
あ
り
､
本
書

『
日
本

帝
皇
年
代
記
』
に
見
え
る
記
事
内
容
も
､
こ
れ
ら
諸
論
稿
の
記
事
に
概
ね
符

合
し
て
い
る
｡
坂
本
論
文

(上
記
)
の
コ
ピ
ー

に
際
し
て
'
史
料
編
纂
所
本

郷
恵
子
氏
に
お
世
話
に
な
っ
た
｡

(補
注
4
)
こ
こ
に
掲
げ
た
日
本
関
係
の
高
僧
た
ち

(密
教
-
天
台
宗

･
真
言

宗

･
新
義
真
言
宗
､
禅
-
臨
済
宗

･
曹
洞
宗
｡
最
澄

～
無
学
祖
元
)
は
､
本

書

『
日
本
帝
皇
年
代
記
』
に
お
い
て
は
何
れ
も
生

･
没
記
事
が
揃

っ
て
い
る



が

(兼
備
)
'
『
和
漢
年
代
記
』
(長
野
県

｡
光
前
寺
所
蔵
､
前
出
)
で
点
検

す
る
に
､
事
情
は
違
う
｡
同
書
に
お
い
て
'
生

｡
没
記
事
が
揃

っ
て
い
る
の

は
最
澄

｡
円
仁

｡
円
珍

(天
台
宗
)
'
空
海

(真
言
宗
)
､
円
爾
弁
円

(臨
済

宗
)
の
み
で
'
頼
稔

(新
義
真
言
宗
)
に
つ
い
て
は
全
く
見
え
な
い
｡

そ
も
そ
も

『和
漢
年
代
記
』
と
は
'
史
料
編
纂
所
架
蔵
の
写
真
帳
三
冊
か

ら
な
り
､
写
真
帳
奥
付
に
'
長
野
県
光
前
寺
所
蔵
､
昭
和
三

〇
年
六
月
六
日

撮
影
と
な

っ
て
い
る

(光
前
寺
は
長
野
県
南
部
の
伊
那
地
区
所
在
)
｡
原
物

未
見
で
あ
り
'
同
所
の

『
史
料
蒐
集
目
録
』
(明
治

～
昭
和
の
長
野
県
関
係

数
冊
)
を
点
検
し
た
が
'
同
書

『
和
漢
年
代
記
』
関
係
の
記
事
は

一
向
に
見

当
た
ら
な
い
｡
同
書
の
原
物
は
'
確
か
に
三
冊

(上
巻
'
中
巻
､
下
巻
)
か

ら
な
っ
て
お
り
､
本
書

『
日
本
帝
皇
年
代
記
』
と
同
様
､
と
も
か
く
地
方
に

存
在
す
る
貴
重
な
年
代
記
だ
と
い
え
る
｡
時
代
が
下
る
に
つ
れ
､
記
事
内
容

に
地
域
性
が
強
ま
っ
て
行
-

(特
に
美
濃
国
～
土
岐
氏
'
斎
藤
氏
関
係
多
し
)0

同
書
に
お
い
て
'
各
巻
の
上
段
は
中
国
関
係
で
､
下
段
は
日
本
関
係
で
あ
り
'

具
体
的
に
は
次
の
よ
う
に
題
さ
れ
て
い
る
｡

(上
巻
)
上
段
-

｢震
旦
皇
代
年
号
記
上
巻
｣
､

下
段
-

｢
日
本
皇
代
年
号
記
上
巻
｣

(中
巻
)
上
段
-

｢真
丹
年
代
記
中
巻
｣
'
下
段
-

｢
日
本
年
代
記
中
巻
｣

(下
巻
)
上
段
-

｢震
旦
年
代
記
下
巻
｣､
下
段
-

｢
日
本
年
代
記
下
巻
｣
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[図1]入来院家所蔵 『日本帝皇年代記』の ｢五十 桓武天皇｣部分

(今回収録の冒頭部分)
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[図2]入来院家所蔵 『日本帝皇年代記』に見える声点の例

(天皇名 ｢仁明｣と年号 ｢承和｣に対 して)

[図3]長野県 ･光前寺所蔵 『和漢年代記』中巻 (上段に ｢偽周～｣｢趨宋～｣
の接点あり｡未-己未､959年､日本 ･天徳 3年)


